
 

 

 

 

 

 
 

 
第３期 美馬市地域福祉計画 

 

（美馬市成年後見制度利用促進基本計画） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 3 月 

美 馬 市 
 

  



 

 

 

 



 

 

 

は じ め に 
 

現在、多くの自治体において人口減少による過疎化が急速に進行しており、

本市においても将来の人口減少は市政運営の大きな課題となっております。 
 また、本格的な少子高齢化社会を迎え核家族化の進行や地域住民のつながり

の希薄化など社会の状況が変化し、地域福祉を取り巻く環境にも影響を与えて

おります。 
 こうした中、国におきましては、平成３０年４月に改正社会福祉法が施行さ

れ、地域福祉計画は他の福祉計画の上位計画として位置付けられました。改正

社会福祉法では、高齢者や障がいのある人、子どもや生活困窮者などの地域の

問題を、その地域の皆さんが「我が事」として受け止め、それを支援する仕組

みづくりを他職種、他機関の幅広い協働により「丸ごと」検討するという「我

が事・丸ごと」の地域づくりへの取り組みが示され、地域での社会的孤立をな

くし世代や分野を超えてつながる「地域共生社会」の実現を目指すこととして

おります。 
本市におきましては、平成２７年３月に第２期美馬市地域福祉計画を策定し、

地域の課題解決に取り組んでまいりましたが、このたび、社会の情勢を見据え、

地域の実情に応じた、ともに支え合う地域社会の形成を推進するため、第３期

美馬市地域福祉計画（美馬市成年後見制度利用促進基本計画）を策定いたしま

した。 
本計画の基本理念であります「すべての人が尊重され 生涯にわたりいきい

き暮らし すべての人で創る美馬市の地域共生社会」の実現に向け、子どもか

ら高齢者まで、住み慣れた地域で生涯健康で安心して暮らし、誰もが役割を持

ち活躍できるまちづくりを、市民、関係団体や事業者の皆様と連携し、ともに

考え、行動してまいりたいと考えておりますので、ご理解とご協力をよろしく

お願い申し上げます。 
結びとなりますが、本計画の策定にあたり、熱心にご審議いただきました美

馬市地域福祉計画策定懇話会の皆様をはじめ、アンケートやヒアリング調査、

パブリックコメントなどにおいて貴重なご意見をいただきました市民の皆様、

関係団体の皆様のご協力に、心より感謝を申し上げます。 
 
令和２年３月 

 

美馬市長  藤 田 元 治 
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※「障害」の表記について 

可能な限り平仮名で表記または他の言葉に置き換えています。ただし、国の法令や徳

島県、美馬市などの条例・規則などに基づく法律用語や引用、施設名等の固有名詞につ

いては漢字表記としています。このため、本計画においては、「がい」と「害」が混在す

る表記となっています。 
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第１章 計画策定の基本的な考え方 
 

１ 計画策定の背景 
 

（１）策定の趣旨 

 

本市では、平成 27 年 3 月に『みんなが 地域で ふれ合って 健康で いきいきと過ご

せるまちをめざして』を基本理念とした「第２期美馬市地域福祉計画」を策定し、地域福祉

に関する様々な施策を市民・地域・行政の協働によって推進してきました。 

しかし、少子高齢化の進行、ひとり暮らし世帯や高齢者世帯の増加、地域住民同士のつな

がりの希薄化等、地域社会を取り巻く環境は変化しています。 

また、地域社会からの孤立、虐待、配偶者等からの暴力（ＤＶ）、ダブルケア（育児と介

護が同時進行している状態など）、生活困窮者への対策、高齢者や障がいのある人の権利擁

護等の新たな課題も発生しています。これらの複雑化した課題の解決には、従来の対象者ご

とに整備された福祉制度では対応が困難なケースも増加しています。 

 国においては、厚生労働省の「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部のもと、制度・分

野ごとの垣根、支え手と受け手という関係を超えて、誰もが『我が事』として参画し、一人

ひとりの暮らしと生きがい、地域をつくっていく「地域共生社会」の実現を目指した取組が

行われています。 

 こうした国の新しい取組や社会や地域の変化を踏まえ、さらなる地域福祉の推進を図るた

め、計画の見直しを行い、『すべての人が尊重され 生涯にわたりいきいき暮らし すべて

の人で創る美馬市の地域共生社会』を基本理念とした「第３期美馬市地域福祉計画」を策定

します。 

 

（２）地域福祉に関する法律や制度の動向 

 

① 社会福祉法の一部改正（平成 30 年 4 月施行） 

 ・支援を必要とする住民（世帯）が抱える多様で複合的な「地域生活課題」について、

住民や福祉関係者による把握、関係機関との連携等による解決が図られることを目指

すという「地域福祉の推進方策」が明記されました。（法第 4 条第２項） 

・地域福祉推進のための「包括的な支援体制の整備」に努めることが、国及び地方公共

団体の責務とされました。（法第 6 条第 2 項、法第 106 条の 3） 

・自らが解決に資する支援を行うことが困難な地域生活課題を把握した場合に、必要に

応じて適切な支援機関につなぐことが、福祉の各分野における相談支援を担う事業者

の努力義務とされました。（法第 106 条の２） 

・地域福祉計画の策定が、市町村の努力義務とされました。（法第 107 条） 

・地域福祉計画が、他の分野（高齢者、障がい者、児童等）の共通的な事項を記載する

ことにより、個別計画の「上位計画」として位置付けられました。（法第 107 条）
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② 「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部の設置（平成 28 年 7 月設置） 

  地域共生社会の実現のために、「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部が厚生労働

省により設置されました。 

  制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民

や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超

えて、『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに

創っていく社会の実現に向けて、国は『我が事』『丸ごと』をキーワードに、取組を推

進しています。 

 

③ 生活困窮者自立支援法の施行（平成 27 年 4 月施行） 

  この法律では、生活困窮者対策と地域福祉施策の連携が求められています。生活困

窮者が、様々な課題を抱えている場合、福祉、就労、教育等に関する業務を行う関係

機関が地域でネットワークを構築し、それぞれの役割を担い包括的かつ早期に支援を

することが重要とされています。 

 

④ 成年後見制度の利用の促進に関する法律の施行（平成 28 年 5 月施行） 

  法第 14 条第 1 項に基づく、市町村における「成年後見制度の利用の促進に関する

施策についての基本的な計画」を定めることが努力義務となっています。また、国の

「成年後見制度利用促進基本計画」では、「利用者がメリットを実感できる制度・運用

の改善」「権利擁護支援の地域連携ネットワークづくり」「不正防止の徹底と利用しや

すさとの調和」がポイントとされています。 

  

 ⑤ 自殺総合対策大綱の見直し（平成 29 年 7 月閣議決定） 

   今回の見直しで、基本理念に、自殺対策は、社会における「生きることの阻害要因」

を減らし、「生きることの促進要因」を増やすことを通じて、社会全体の自殺リスク

を低下させるという方向性が盛り込まれました。また、当面の重点施策として、「地

域レベルの実践的な取組への支援を強化する」などが盛り込まれました。 

 

  ⑥ 防災基本計画の修正（平成 30 年 6 月修正、令和元年 5 月修正） 

    平成 30 年 6 月の修正では、「逃げ遅れゼロの実現」が盛り込まれ、要配慮者利用

施設管理者等による避難確保計画作成及び避難訓練実施が義務化されました。また、

令和元年 5 月の修正では、「行政・NPO・ボランティア等の三者連携による情報共有

会議の整備・強化」が盛り込まれました。 
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（３）計画の根拠法 

 

 本計画は、社会福祉法第 107 条に基づく「市町村地域福祉計画」として、美馬市におけ

る地域福祉を推進するための施策展開の基本となる計画です。 

 また、「第 6 章 成年後見制度の利用促進」は、成年後見制度の利用の促進に関する法律

第 14 条第 1 項に基づく、市町村における「成年後見制度の利用の促進に関する施策につい

ての基本的な計画」（成年後見制度利用促進基本計画）となります。 

 

社会福祉法（抜粋） 

（市町村地域福祉計画） 

第１０７条 市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定

める計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策定するよう努めるものとする。

１ 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通

して取り組むべき事項 

２ 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 

３ 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項 

４ 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 

５ 前条第一項各号に掲げる事業を実施する場合には、同項各号に掲げる事業に関する

事項 

 

成年後見制度の利用の促進に関する法律（抜粋） 

（市町村の講ずる措置） 

第１４条 市町村は、成年後見制度利用促進基本計画を勘案して、当該市町村の区域に

おける成年後見制度の利用の促進に関する施策についての基本的な計画を定めるよう

努めるとともに、成年後見等実施機関の設立等に係る支援その他の必要な措置を講ず

るよう努めるものとする。 
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２ 地域の捉え方 
 

 地域の範囲  
   

課題を共有し、その課題に取り組む共通の認識を持ち、 

具体的な行動を起こしやすい範囲。 

 

 「地域」での暮らしは、自治会・町内会、小学校区・中学校区、旧町村単位の生活圏域、

市全域、県域・広域というような重層的な圏域（地域的な拡がり）の中で営まれています。 

地域における生活課題や福祉ニーズを的確に把握し、きめ細かに対応していくには、一定

の範囲で「地域」の設定が必要になります。しかし、「地域」の範囲は、下の図で示すよう

に、各種活動の内容やサービスの内容、支援体制などによって、対象となる範囲が異なって

きます。 

 地域課題の解決にあたっては、課題の内容・質に応じて重層的に取り組むことが求めら

れ、「地域」の範囲を固定的・限定的なものとして捉えることは難しく、柔軟にその範囲を

変化させるものとして捉えることが必要となります。 

 したがって、本計画における「地域」として捉える範囲は、『課題を共有し、その課題に

取り組む共通認識を持ち、具体的な行動を起こしやすい範囲』とし、各種活動の取組内容

やサービスの内容、支援体制などに応じて柔軟に捉えていくこととします。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

県域・広域 
県の機関・広域の利用施設、広域市町村で共用するサービス等の範囲 

 

市全体 
美馬市全域を対象とした公的機関の相談・支援等の範囲 

旧町村単位の生活圏域 
日常生活において、一定のまとまりをもった範囲 

小学校区・中学校区の圏域 
住民自治活動（公民館等）の拠点施設がある範囲 

自治会・町内会の圏域 
自治会・町内会活動の範囲 

自治会・町内会の 

組・班の圏域 
要援護者の見守り、災害時 

支援の基礎的な範囲 

個人 
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３ 計画の位置付け 
 

 本計画は、本市における地域福祉を推進するための施策展開の基本となる計画であり、

制度・分野を超えて、住民をはじめとした地域の様々な主体の参画を得て、地域福祉の課

題の解決に向けた施策や体制などを整備するための計画です。 

 社会福祉法では、地域における高齢者の福祉、障がい者の福祉、児童の福祉その他の福

祉に関し、共通して取り組むべき事項を盛り込むべきとされており、各分野の個別計画の

上位に位置付けられます。 

施策の展開にあたっては、国及び徳島県の施策に加え、「美馬市総合計画」をはじめ、 

美馬市の保健福祉分野の個別計画、「美馬市地域防災計画」等との整合・連携を図ります。 

また、住民主体の地域福祉を推進するため、より具体的な活動を実施していくことも必

要であることから、美馬市社会福祉協議会が策定する「地域福祉活動計画」を地域福祉を 

推進するもうひとつの軸として据え、整合及び相互補完を図り、連携しながら展開します。 
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４ 計画の期間 
 

第 3 期計画の計画期間は、令和２年度から令和６年度までの５年間とします。 

なお、今後の国及び徳島県の動向や市政全体の方針を踏まえて、また、社会状況の変化な

どを考慮して、必要に応じて見直しを行います。 

 
平成31 年度 

令和元年度 

（２０１９） 

令 和 ２ 年 度

（２０２０） 

令 和 ３ 年 度

（２０２１）

令 和 ４ 年 度

（２０２２）

令 和 ５ 年 度

（２０２３）

令 和 ６ 年 度

（２０２４） 

令 和 ７ 年 度

（２０２５）

 

 第３次美馬市総合計画（前期）  

 

 第３期美馬市地域福祉計画  

 

第７期 

美馬市高齢者保健福祉計画 

及び介護保険事業計画 

第８期 

美馬市高齢者保健福祉計画 

及び介護保険事業計画 

第９期 

美馬市高齢者保健福祉計画

及び介護保険事業計画 
 

美馬市障がい者基本計画（第３期） 
美馬市障がい者基本計画 

（第４期） 
 

美馬市障がい福祉計画（第５期） 

美馬市障がい児福祉計画（第１期） 

美馬市障がい福祉計画（第６期） 

美馬市障がい児福祉計画（第２期） 

美馬市障がい福祉計画（第７期）

美馬市障がい児福祉計画（第３期）
 

 美馬市成年後見制度利用促進基本計画  

 

 第２期美馬市子ども・子育て支援事業計画  

 

美馬市自殺対策計画  

 

健康みま２１(第２次)  

 

第３次地域福祉活動計画（美馬市社会福祉協議会）  
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5 計画の策定体制 
 

（１）地域福祉計画策定懇話会 

 

公募委員、学識経験者、社会福祉に関する活動を行う者、社会福祉を目的とする事業を経

営する者、関係団体の代表者、その他市長が必要と認める者で構成する「地域福祉計画策定

懇話会」において計画内容を審議し、計画を策定しています。 

 

（２）アンケート調査・ヒアリング調査 

 

 ① 民生委員・児童委員アンケート調査 

本市の民生委員・児童委員を対象として、地域福祉や活動状況に関するアンケート調

査を実施し、その意見を反映しています。 

 

 ② 関係団体ヒアリング調査 

   美馬市社会福祉協議会をはじめとする関係団体の取組の現状や課題、今後の方向性な

どを把握するためヒアリング調査を実施し、その意見を反映しています。 

 

（３）庁内策定会議 

 

保健福祉や地域福祉に関する部署の代表者による話し合いの場を持ち、あらゆる分野から

地域福祉に関する議論を行い、その意見を反映しています。 

 

（４）パブリックコメント 

 

 多くの市民から広く意見をうかがい計画策定を進めることを目的に、パブリックコメン

ト（意見募集）を実施しました。 

 

実施期間 令和 2 年２月 19 日～令和 2 年 3 月 19 日 

意見提出数 1 件の意見が寄せられました。 
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第２章 福祉から見た美馬市の現状 
 

１ 美馬市の現状 
 

（１）人口について 

 

本市の令和元年 9 月 30 日現在の総人口は、28,984 人となっており、平成 27 年から令

和元年にかけて減少が続いています。また、総人口に占める 65 歳以上人口の割合（高齢化

率）は、平成 27 年の 34.1％から令和元年の 37.3％へと上昇し高齢化が進んでいます。 

 
① 総人口と年齢３区分人口の推移、高齢化率 

 
 

【資料】市民・人権課（各年 9 月 30 日現在） 

  

3,201  3,133  3,059  2,984  2,844 

17,192  16,714  16,222  15,753  15,324 

10,564  10,642  10,706  10,788  10,816 

30,957  30,489  29,987  29,525  28,984 

34.1% 34.9% 35.7% 36.5% 37.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0

10,000

20,000

30,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳）

老年人口（65歳以上） 高齢化率

（人）

（10.3%） （10.1%）（10.2%） （9.8%）

（52.9%）

（37.3%）

（53.4%）

（36.5%）

（54.1%）

（35.7%）

（10.3%）

（54.8%）

（34.9%）

（55.5%）

（34.1%）
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（２）世帯について 

 

世帯数と世帯平均人員をみると、世帯数は、平成 27 年から令和元年にかけて減少傾向が

続いています。 

世帯平均人員は毎年減少しており、平成 27 年には 2.40 人でしたが、令和元年では 2.28

人となっています。 

 
① 世帯数と１世帯あたりの人口 

 
【資料】市民・人権課（各年 9 月 30 日現在） 

  

12,878  12,884  12,828  12,785  12,729 

30,957  30,489  29,987  29,525  28,984 

2.40
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2.40
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10,000

20,000

30,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

世帯数 人口 世帯平均人員

（人／世帯）（世帯、人）
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（３）高齢者のひとり暮らし世帯について 

 

高齢単身世帯数は、平成 7 年の 1,034 世帯から平成 27 年には 1,754 世帯へと増加して

おり、一般世帯数に占める高齢単身世帯数の割合も 8.8％から 15.4％へ上昇しています。 

単身世帯数に占める高齢単身世帯数の割合も平成 7 年の 49.2％から平成 27 年には

57.7％へと上昇しており、平成 12 年以降、単身世帯の半数以上が高齢単身世帯となってい

ます。 
 

① 一般世帯数に占める高齢単身世帯数の推移 

 
【資料】国勢調査（各年 10 月 1 日現在） 

 

② 単身世帯数に占める高齢単身世帯数の推移 

 
【資料】国勢調査（各年 10 月 1 日現在）

11,786  11,781  11,863  11,606  11,377 

1,034  1,258  1,461  1,555  1,754 
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（世帯）
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（世帯）
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（４）要介護認定者数の推移 

 

要介護（要支援）認定者数は、平成 27 年の 2,418 人から令和元年には 2,081 人へと減

少しており、減少傾向が見られます。 

 
① 要介護認定者数の推移                            単位：人 

  平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 令和元年 

要支援１ 465 450 422 354 343

要支援２ 418 442 378 405 403

要介護１ 276 306 316 285 309

要介護２ 355 335 329 311 305

要介護３ 255 252 250 233 235

要介護４ 353 344 343 290 291

要介護５ 296 281 289 202 195

全体 2,418 2,410 2,327 2,080 2,081

【資料】長寿・障がい福祉課（各年 10 月 1 日現在） 

 

② 要介護度別構成比の推移 

 
【資料】長寿・障がい福祉課（各年 10 月 1 日現在） 
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（５）障害者手帳所持者について 

 

障害者手帳所持者（全体）は、平成 26 年度の 2,718 人から平成 30 年度には 2,499 人

へと減少しています。 

手帳種別ごとの推移をみると、身体障害者手帳所持者は、平成 26 年度から平成 30 年度

にかけて減少していますが、療育手帳所持者と精神障害者保健福祉手帳所持者は増加してい

ます。また、身体障害者手帳所持者のうち、内部障がいの人の増加が見られます。 
 

① 障害者手帳所持者の推移 

 
【資料】長寿・障がい福祉課 

 

 
② 身体障害者手帳所持者の推移（等級別）                    単位：人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

1 級 621 622 613 614 606

２級 352 330 316 314 299

３級 317 310 303 277 253

４級 498 480 460 449 435

５級 143 149 139 136 131

６級 256 247 228 211 198

【資料】長寿・障がい福祉課 
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③ 身体障害者手帳所持者の推移（障がい別）                   単位：人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

視覚障がい 125 127 124 127 121

聴覚・ 

平衡機能障がい 
346 333 314 287 272

音声・言語・ 

そしゃく機能障がい 
16 16 15 15 13

肢体不自由 1,227 1,179 1,118 1,074 1,024

内部障がい 473 483 488 498 492

不明 0 0 0 0 0

【資料】長寿・障がい福祉課 

 
④ 療育手帳所持者数の推移（年齢別）                      単位：人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

１８歳未満 40 47 49 52 56

１８歳以上 318 315 312 313 323

【資料】長寿・障がい福祉課 

 
⑤ 療育手帳所持者数の推移（程度別）                      単位：人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

最重度Ａ 85 84 82 79 80

重度Ａ 142 138 140 135 134

中度Ｂ 82 81 78 80 81

軽度Ｂ 49 59 61 71 84

【資料】長寿・障がい福祉課 

 
⑥ 精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移                    単位：人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

１級 49 46 49 40 36

２級 96 98 96 104 111

３級 28 31 32 37 51

【資料】長寿・障がい福祉課 
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（６）生活困窮者等について 

 

生活保護受給者数については、平成 26 年度から平成 30 年度にかけて、相談延件数、被

保護世帯数、被保護人員数のいずれも横ばいの状態です。世帯類型別の生活保護受給世帯数

は、母子世帯、障がい者世帯、傷病者世帯、その他の世帯では減少傾向ですが、高齢者世帯

は、平成 26 年度の 216 世帯から、平成 30 年度には 245 世帯へと増加しています。 

生活福祉資金等の貸付件数は、平成 26 年から平成 30 年にかけて横ばいの状態です。 

自立相談支援事業の相談件数は、平成 26 年度の 37 件から平成 30 年度には 66 件へと

増加しています。 
 

① 生活保護受給数の推移                     単位：件、世帯、人、‰ 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

相談延件数 117 109 129 107 100

被保護世帯数 444 439 458 440 437

被保護人員数 589 579 599 572 568

保護率 18.9 18.9 19.6 19.1 19.3

【資料】生活福祉課 

 

② 世帯類型別生活保護受給世帯数の推移                    単位：世帯 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

高齢者世帯数 216 219 241 242 245

母子世帯数 14 15 14 16 12

障がい者世帯数 58 62 61 50 51

傷病者世帯数 93 95 91 91 84

その他世帯数 63 48 51 41 45

合計 444 439 458 440 437

【資料】生活福祉課 

 

③ 生活福祉資金等の貸付状況                        単位：件、円 

  平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 

貸付件数 2 3 2 1 3

貸付金額 1,940,000 548,906 419,452 173,000 226,000

【資料】美馬市社会福祉協議会（各年 12 月 31 日現在） 

 

④ 生活困窮者自立支援制度による自立相談支援事業の相談件数の推移        単位：件 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

相談件数 37 49 43 64 66

【資料】美馬市社会福祉協議会 

※本事業は、美馬市社会福祉協議会へ委託している。 
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（７）ひとり親家庭等について 

 

児童扶養手当支給件数は、平成 27 年の 269 件から令和元年には 237 件へと減少してい

ます。 
                             単位：件 

  平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 令和元年 

児童扶養手当 

支給件数 
269 269 257 239 237

【資料】子どもすこやか課（各年 8 月 1 日現在） 
 
（８）虐待等について 

 

児童虐待相談件数は、年度によっての増減はあるものの、平成 26 年度の 18 件から平成

30 年度には 29 件へと増加しています。 

ＤＶ相談件数は、平成 26 年度の 8 件から平成 29 年度の 5 件へと減少が続いていました

が、平成 30 年度には 10 件と増加に転じています。 
                             単位：件 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

児童虐待相談件数 18 20 16 20 29

ＤＶ相談件数 8 6 6 5 10

【資料】子どもすこやか課 

 

（９）ボランティアについて 

 

 ボランティアについて、美馬市社会福祉協議会への登録団体数は平成 26 年度の 362 団

体から平成 28 年度の 337 団体に減少しましたが、平成 30 年度には 364 団体まで増加し

ています。 

 登録人数は、平成 26 年度の 3,667 人から平成 30 年度には 3,170 人へと減少していま

す。 
単位：団体、人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

登録団体数 362 353 337 364 364

登録人数 3,667 3,119 2,857 3,170 3,170

【資料】美馬市社会福祉協議会 
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（１０）権利擁護等について 

 

 成年後見について、市長申立て件数は、年度によっての増減はあるものの、平成 26 年度

の 5 件から平成 30 年度には 8 件へと増加しています。社会福祉協議会が法人受任してい

る件数は、平成 26 年度の 13 件から平成 30 年度には 23 件へと増加しています。費用助

成は、平成 30 年度に 3 件あり、市民後見人は、平成 28 年度に 2 人が新たに開始していま

す。 

 日常生活自立支援事業利用者数については、年度によっての増減があり、平成 28 年度の

65 件が最も多くなっており、平成 30 年度は 59 人となっています。 

 
① 成年後見の市長申立て件数の推移                       単位：件 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

市長申立て件数 5 6 5 8 8

【資料】美馬市社会福祉協議会 

※新たに開始した人数 

 

② 法人後見受任件数の推移（美馬市社会福祉協議会）               単位：件 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

受任件数 13 17 16 19 23

【資料】美馬市社会福祉協議会 

 

③ 費用助成件数の推移（申立て費用、報酬）                   単位：件 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

費用助成件数 0 0 0 0 3

【資料】美馬市社会福祉協議会 

 

④ 市民後見人数の推移                             単位：人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

市民後見人数 0 0 2 0 0

【資料】美馬市社会福祉協議会 

※新たに開始した人数 

 

⑤ 日常生活自立支援事業利用者数の推移                     単位：人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

利用者数 59 62 65 62 59

【資料】美馬市社会福祉協議会 
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（１１）民生委員・児童委員について 

 

本市の民生委員・児童委員数は 115 人であり、変化はありません。 

活動件数をみると、平成 26 年度から平成 30 年度にかけて、民生委員児童委員協議会運

営・研修以外のすべてで減少しています。特に、要保護児童等の発見・通告・仲介は平成 26

年度の 58 件から平成 30 年度には 6 件へと大きく減少しています。 

分野別の相談・支援件数をみると、年度による増減はあるものの、全ての分野で減少傾向

となっています。 

 
① 民生委員・児童委員数の推移                         単位：人 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

民生委員・ 

児童委員数 
115 115 115 115 115

【資料】生活福祉課 

 
② 活動内容の内訳件数の推移（主任児童委員含む）                単位：件 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

相談・支援活動 2,691 2,483 1,664 1,913 1,946

調査・実態把握 827 668 459 424 357

行事・事業・会議

への参加協力 
1,247 1,180 1,147 857 993

自主活動・ 

地域福祉活動 
1,490 1,545 1,089 1,300 1,179

民生委員児童委員

協議会運営・研修 
547 586 592 565 607

調査事務 87 51 71 55 56

要保護児童等の 

発見・通告・仲介 
58 87 30 15 6

【資料】生活福祉課 

 

③ 分野別相談・支援件数の推移（主任児童委員含む）               単位：件 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

高齢者に関すること 1,080 1,175 755 929 945

障がい者に関すること 273 290 163 119 119

子どもに関すること 482 411 251 299 225

その他 856 607 495 566 657

【資料】生活福祉課 
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２ 民生委員・児童委員アンケート調査 
 

（１）調査概要 

 

① 調査時期：令和元年 9 月 12 日より配布、10 月 7 日まで回収 

② 調査対象者：市内の民生委員・児童委員 115 名 

③ 調査方法：定例会時に配布・回収、または郵送配布・郵送回収 

  ※定例会実施日：脇町 9 月 24 日、美馬町 9 月 17 日 

穴吹町 9 月 18 日、木屋平 9 月 12 日 

④ 配布数：115 件 

⑤ 回収数：105 件（回収率 91.3％） 
 

（２）福祉について 

 

① あなたの担当されている地域では、福祉について住民の関心が高いと思いますか。 

（〇は１つ） 

地域住民の福祉への関心度については、「どちらかといえば高いと思う」が 46.7％と

最も高く、次いで「どちらかといえば低いと思う」が 44.8％となっており、この 2 つ

が 1.9 ポイント差で、ほぼ同数となっています。 

「高いと思う」と「どちらかといえば高いと思う」の合計が 51.5％となっています。

 

 
 
② あなたの担当されている地域では、住民に福祉に関する情報は届いていると思います

か。（〇は１つ） 

地域住民に福祉に関する情報が届いているかについては、「どちらかといえば届いて

いる」55.2％と最も高く、次いで「どちらかといえば届いていない」30.5％となって

います。 

「届いている」と「どちらかといえば届いている」の合計が 63.8％となっています。

 

  

4.8% 46.7% 44.8%

2.9%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

105 

高いと思う どちらかといえば高いと思う

どちらかといえば低いと思う 低いと思う

無回答

n=
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③ あなたの担当する地域で、高齢者が安心して暮らすために必要なことは何だと思いま

すか。（〇は３つまで） 

地域で高齢者が安心して暮らすために必要なことについては、上位から「身近な地域

での声かけ・見守り」41.0％、「通院や買い物等、移動の確保」35.2％、「医療と介護の

連携」32.4％、「健康づくり・介護予防の取組」26.7％となっています。 

障がいのある人、子どもや子育て世帯が安心して暮らすために必要なことと同様に、

「身近な地域での声かけ・見守り」が上位に入っています。（④、⑤参照） 

 

 
  

8.6% 55.2% 30.5%

2.9%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

105 

届いている どちらかといえば届いている

どちらかといえば届いていない 届いていない

無回答

n=

26.7%

10.5%

32.4%

13.3%

20.0%

35.2%

7.6%

1.0%

41.0%

20.0%

12.4%

6.7%

20.0%

4.8%

8.6%

0.0%

0.0%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康づくり・介護予防の取組

病院等医療機関の充実

医療と介護の連携

高齢者が住みやすい住宅の整備

在宅福祉サービスの充実

通院や買い物等、移動の確保

高齢者が働く機会の充実

公共施設等のバリアフリー

身近な地域での声かけ・見守り

身近な人の手助け

身近な相談窓口の充実

認知症についての正しい理解と支援

老人クラブ・サロン等の気軽に集える場所

世代間の交流

地域ボランティア活動の充実

成年後見制度等、権利擁護の仕組み

その他

無回答

105 n=
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④ あなたの担当する地域で、障がいのある人が安心して暮らすために必要なことは何だ

と思いますか。（〇は３つまで） 

地域で障がいのある人が安心して暮らすために必要なことについては、上位から「障

がいに対する理解」47.6％、「身近な地域での声かけ・見守り」37.1％、「障がい福祉サ

ービスの充実」31.4％となっています。 

高齢者、子どもや子育て世帯が安心して暮らすために必要なことと同様に、「身近な

地域での声かけ・見守り」が上位に入っています。（③、⑤参照） 

 

 
  

47.6%

31.4%

6.7%

10.5%

13.3%

19.0%

1.9%

37.1%

22.9%

15.2%

18.1%

12.4%

7.6%

1.0%

0.0%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障がいに対する理解

障がい福祉サービスの充実

障がいの特性に応じた教育

就労機会の充実

就労支援の充実

障がいのある人が住みやすい住宅の整備

公共施設等のバリアフリー

身近な地域での声かけ・見守り

身近な人の手助け

身近な相談窓口の充実

外出や移動の支援

サロン等、障がいのある人が気軽に集える場所

地域ボランティア活動の充実

成年後見制度等、権利擁護の仕組み

その他

無回答

105 n=
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⑤ あなたの担当する地域で、子どもや子育て世帯が安心して暮らすために必要なことは

何だと思いますか。（〇は３つまで） 

地域で子どもや子育て世帯が安心して暮らすために必要なことについては、上位から

「保育所・幼稚園・認定こども園の充実」29.5％、「身近な地域での声かけ・見守り」

25.7％、「安心して遊べる場所の確保」22.9％、「男女とも家事・育児に参加する意識

づくり」21.9％となっています。 

高齢者、障がいのある人が安心して暮らすために必要なことと同様に、「身近な地域

での声かけ・見守り」が上位に入っています。（③、④参照） 

 

 
〇 その他の回答（2 件） 

・子どもや子育て世代がいない（2 件） 

 

 

 

  

21.9%

14.3%

29.5%

18.1%

19.0%

16.2%

18.1%

25.7%

7.6%

22.9%

16.2%

16.2%

7.6%

1.9%

6.7%

0% 10% 20% 30%

男女とも家事・育児に参加する意識づくり

母子保健や医療の充実

保育所・幼稚園・認定こども園の充実

延長保育・病児保育等の充実

放課後児童クラブの充実

児童手当等の充実

保育や教育の費用軽減

身近な地域での声かけ・見守り

虐待を受けた子どもの保護や家族への支援

安心して遊べる場所の確保

身近な相談窓口の充実

子育てサロン等、気軽に親子で集える場所

地域ボランティア活動の充実

その他

無回答

105 n=
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（３）地域について 

 

① あなたの担当されている地域では、住民同士のつながりや助け合い・支え合いが強いと

思いますか。（〇は１つ） 

地域の住民同士のつながりや助け合い・支え合いについては、「どちらかといえば強

いと思う」が 54.3％と最も高く、次いで「どちらかといえば弱いと思う」が 28.6％と

なっています。 

「強いと思う」と「どちらかといえば強いと思う」の合計が 63.8％となっています。

 

 
 

② あなたの担当されている地域では、地域活動（自治会、老人クラブ、子供会、ＰＴＡ等）

やボランティア活動への参加率は高いと思いますか。（〇は１つ） 

住民の地域活動やボランティア活動への参加率については、「どちらかといえば高い

と思う」が 41.9％と最も高く、次いで「どちらかといえば低いと思う」が 35.2％とな

っています。 

「高いと思う」と「どちらかといえば高いと思う」の合計が 51.4％となっています。

 

 
  

9.5% 54.3% 28.6% 5.7%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

105 

強いと思う どちらかといえば強いと思う

どちらかといえば弱いと思う 弱いと思う

無回答

n=

9.5% 41.9% 35.2% 11.4%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

105 

高いと思う どちらかといえば高いと思う

どちらかといえば低いと思う 低いと思う

無回答

n=
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③ あなたの担当されている地域では、地域福祉活動を推進するリーダーとなる人はいま

すか。（〇は１つ） 

地域に福祉活動のリーダーとなる人がいるかについては、「少しはいる」が 56.2％と

最も高く、次いで「いない」が 35.2％となっています。 

「多くいる」と「少しはいる」の合計が 63.8％となっています。 

 

 
 
④  ③で「１ 多くいる」「２ 少しはいる」とお答えした方にお聞きします。その方の年齢をお答えくだ

さい。（〇はいくつでも） 

地域の福祉活動のリーダーの年齢については、「60～69 歳」が 64.2％と最も高く、

次いで「70 歳以上」が 41.8％となっています。 

60 歳以上の割合が高くなっていることから、地域福祉の担い手の高齢化が進んでい

ることが推測されます。 

 

 
 
 
  

7.6% 56.2% 35.2%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

105 

多くいる 少しはいる いない 無回答

n=

0.0%

3.0%

11.9%

23.9%

64.2%

41.8%

9.0%

0% 20% 40% 60%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

無回答

67 n=
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⑤ あなたの担当されている地域の中で課題と思うことは何ですか。（〇はいくつでも） 

地域の中で課題と思うことについては、上位から「若い世代の地域活動への参加が少

ない」52.4％、「地域の活動が活発でない」40.0％、「隣近所の交流が少ない」と「災害

時に対応する体制が不十分」が 30.5％となっています。 

本設問は複数回答で尋ねており、回答者の半数以上が「若い世代の地域活動への参加

が少ない」と回答しており、若い世代の担い手確保が課題といえます。 

 

 
 
〇 その他の回答（2 件） 

・過疎化、高齢化 

・人口減少で何をするにも無理がある。 

 

 

 

 

  

4.8%

30.5%

40.0%

52.4%

24.8%

20.0%

30.5%

1.0%

6.7%

5.7%

1.9%

7.6%

1.9%

0% 20% 40% 60%

生活マナーが良くない

隣近所の交流が少ない

地域の活動が活発でない

若い世代の地域活動への参加が少ない

地域の中で気軽に集まれる「場」が少ない

交通手段が少なく移動が不便

災害時に対応する体制が不十分

治安が悪くなっている

地域から孤立している人がいる

福祉サービスに結び付いていない人がいる

その他

特に課題はない

無回答

105 n=
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⑥ あなたの担当されている地域で、現在取り組んでいる福祉等に関する活動はあります

か。（〇はいくつでも） 

地域で取り組んでいる福祉等に関する活動については、「見守り・声かけの活動」が

54.3％と最も高く、次いで「地域での交流やつながりづくりの活動」となっています。

本設問は複数回答で尋ねており、半数以上の地域で「見守り・声かけの活動」が行わ

れていることが見て取れます。 

〇 その他の回答（6 件） 

・小地域生活支援ネットワーク活動 

・ふれあい・いきいきサロン 

・今は休んでいるが、ふれあい・いきいきサロン 
・一部分の方のみであるが、見守り声かけをしていただいている。 

・特になし（２件） 

35.2%

54.3%

3.8%

23.8%

14.3%

5.7%

14.3%

2.9%

0.0%

2.9%

0.0%

10.5%

4.8%

4.8%

9.5%

7.6%

9.5%

0% 20% 40% 60%

地域での交流やつながりづくりの活動

見守り・声かけの活動

家事の手伝いや自動車の乗り

合わせなど身近な支え合いの活動

防災に関する活動

高齢者のみの世帯の生活支援

高齢者の介護予防に関する活動

高齢者の社会参加や生きがいづくりに関する活動

障がい者への生活支援

障がい者の社会参加や生きがいづくりに関する活動

子育てを支援する活動

地域の子どもに食事や居場所を

提供する活動（子ども食堂）

健康づくりに関する活動

青少年の健全育成に関する活動

生活が困窮している人を支援する活動

防犯や交通安全に関する活動

その他

無回答

105 n=
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⑦ あなたの担当されている地域で、今後必要と思われる福祉等に関する活動はあります

か。（〇はいくつでも） 

地域で今後必要と思われる福祉等に関する活動については、上位から「地域での交流

やつながりづくりの活動」44.8％、「見守り・声かけの活動」39.0％、「高齢者の社会参

加や生きがいづくりに関する活動」35.2％となっています。 

今後必要となる活動（⑦）と現在取り組んでいる活動（⑥）を比較すると、「高齢者の

社会参加や生きがいづくりに関する活動」が 20.9 ポイント差、「高齢者の介護予防に関

する活動」が 19.1 ポイント差、「高齢者のみの世帯の生活支援」が 16.2 ポイント差

で、今後必要となる活動（⑦）での割合が、現在取り組んでいる活動（⑥）での割合よ

りも高くなっています。高齢者に関する項目で差が大きくなっており、今後、高齢者に

関する活動の必要性が増すと認識されていることが見て取れます。 

 

 

44.8%

39.0%

7.6%

28.6%

30.5%

24.8%

35.2%

9.5%

3.8%

9.5%

1.0%

16.2%

1.9%

8.6%

5.7%

0.0%

3.8%

0% 20% 40% 60%

地域での交流やつながりづくりの活動

見守り・声かけの活動

家事の手伝いや自動車の乗り

合わせなど身近な支え合いの活動

防災に関する活動

高齢者のみの世帯の生活支援

高齢者の介護予防に関する活動

高齢者の社会参加や生きがいづくりに関する活動

障がい者への生活支援

障がい者の社会参加や生きがいづくりに関する活動

子育てを支援する活動

地域の子どもに食事や居場所を

提供する活動（子ども食堂）

健康づくりに関する活動

青少年の健全育成に関する活動

生活が困窮している人を支援する活動

防犯や交通安全に関する活動

その他

無回答

105 n=
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⑧ あなたの担当されている地域の中で、見守り等支援が必要な人、気にかかる人（何ら

かの課題を抱えている人）はいますか。（〇はいくつでも） 

地域で見守り等支援が必要な人、気にかかる人については、「高齢者のみの世帯」が

64.8％と非常に高くなっています。次いで「障がいのある人」24.8％、「引きこもりの

人」18.1％の順になっています。 

 

 
 
〇 その他の回答（3 件） 

・生活保護を受けている人 

・ひとり暮らしの高齢者（2 件） 

  

64.8%

3.8%

12.4%

24.8%

12.4%

4.8%

0.0%

0.0%

1.0%

1.9%

18.1%

5.7%

13.3%

0.0%

2.9%

6.7%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者のみの世帯

寝たきりの人

認知症の人

障がいのある人

病気療養中の人

ひとり親の世帯

育児放棄・児童虐待の疑いがある世帯

高齢者虐待の疑いがある世帯

障がい者虐待の疑いがある世帯

不登校の人

引きこもりの人

就労困難な人

生活が困窮している人

犯罪を犯した人で社会復帰への支援が必要な人

その他

特にいない

無回答

105 n=
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⑨ 今後、地域における助け合い・支え合い活動を活発にするためには、どのようなこと

が重要だと思いますか。（〇は３つまで） 

活動を活発にするために重要なことについては、上位から「助け合い・支え合い活動

の重要性をもっと多くの人に知ってもらう」58.1％、「助け合い・支え合い活動を行う

リーダーや人材を養成する」43.8％、「助け合い・支え合い活動の拠点となる場所を整

備する」36.2％となっています。 

上位 2 つから、啓発と人材の養成が、活動を活発にするための課題といえます。 

 

 
 

〇 その他の回答（1 件） 

 ・日常のなかでのあいさつや何気ない言葉かけ 

 

  

58.1%

36.2%

14.3%

43.8%

17.1%

15.2%

1.9%

10.5%

0% 20% 40% 60%

助け合い・支え合い活動の重要性を

もっと多くの人に知ってもらう

助け合い・支え合い活動の

拠点となる場所を整備する

助け合い・支え合い活動の

お金の援助を行う

助け合い・支え合い活動を行う

リーダーや人材を養成する

助け合い・支え合い活動を行う人への

相談・指導を担当する専門職員の充実を図る

助け合い・支え合い活動を学校教育や

社会教育での福祉教育として位置付ける

その他

無回答

105 n=
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（４）防災について 

 

① あなたの担当されている地域では、災害時に支援が必要な人の把握は進んでいると思い

ますか。（〇は１つ） 

地域での災害時に支援が必要な人の把握については、「どちらかといえば進んでいる」

が 46.7％と最も高く、次いで「どちらかといえば進んでいない」が 40.0％となってい

ます。 

「進んでいる」と「どちらかといえば進んでいる」の合計が 53.4％となっています。

 

 
  

6.7% 46.7% 40.0%

2.9%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

105 

進んでいる どちらかといえば進んでいる

どちらかといえば進んでいない 進んでいない

無回答

n=
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② 災害時に住民が支え合う地域づくりには、何が必要だと思いますか。（〇は３つまで）  

災害時に住民が支え合う地域づくりに必要なことについては、「日頃からの隣近所と

のお付き合い」が 75.2％と非常に高くなっています。次いで「地域での避難訓練、防

災マップづくり」39.0％、「地域の危険個所の把握」と「地域の団体の関係者（自治会、

自主防災組織、民生委員等）間での連携」が 31.4％の順になっています。 

災害時に支え合うためには、「日頃からの隣近所とのお付き合い」が特に必要である

と考えられています。 

 

 
  

75.2%

24.8%

39.0%

31.4%

9.5%

31.4%

26.7%

15.2%

0.0%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

日頃からの隣近所とのお付き合い

地域での災害対策の学習会の開催

地域での避難訓練、防災マップづくり

地域の危険個所の把握

福祉サービスを提供する施設や事業所との連携

地域の団体の関係者（自治会、

自主防災組織、民生委員等）間での連携

避難する際に支援が必要な人の把握

支援が必要な人を手助けする人の確保

その他

無回答

105 n=
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（５）これからの美馬市の福祉のあり方について 

 

① あなたは美馬市をどのような福祉のまちにしたいですか。（〇は３つまで） 

美馬市をどのような福祉のまちにしたいかについては、上位から「お互いに助け合い、

支え合えるまち」60.0％、「生まれ育った場所で安心して生活できるまち」50.5％、「介

護が必要になっても、安心して施設を利用したり、在宅でサービスを利用できるまち」

45.7％となっています。 

 

 
  

60.0%

28.6%

18.1%

12.4%

15.2%

50.5%

45.7%

30.5%

0.0%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

お互いに助け合い、支え合えるまち

差別や偏見のない、みなが尊重されるまち

子どもが、からだもこころも

健やかに育まれるまち

高齢者も障がい者も安心して、働けるまち

高齢者も障がい者も安心して、

出かけることができるまち

生まれ育った場所で安心して生活できるまち

介護が必要になっても、安心して施設を利用したり、

在宅でサービスを利用できるまち

いつまでも生きがいを持って、

健康に生活できるまち

その他

無回答

105 n=
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② 地域社会の中で生まれてから亡くなるまで、安心して暮らしていくためには、どのよう

な福祉のあり方が大切だと思いますか。（〇は３つまで） 

福祉のあり方で大切なことについては、上位から「在宅福祉を支えるサービスを充実

させる」58.1％、「住民が、お互いに支え合い助け合えるまちづくりを進める」43.8％、

「気軽に相談できる人、集まれる場所を充実させる」36.2％となっています。 

 

 
 

  

58.1%

30.5%

21.0%

19.0%

7.6%

36.2%

31.4%

43.8%

8.6%

1.0%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

在宅福祉を支えるサービスを充実させる

施設サービスを充実させる

手当等金銭的な援助を充実させる

個人の自立を支援するサービスを充実させる

ボランティア団体など

市民活動への援助を充実させる

気軽に相談できる人、

集まれる場所を充実させる

健康づくりや生きがいづくりが

さかんなまちづくりを進める

住民が、お互いに支え合い

助け合えるまちづくりを進める

道路の段差解消など、

福祉のまちづくりを進める

その他

無回答

105 n=
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3 関係団体ヒアリング調査 
 

計画策定の基礎資料とするため、本市において事業や活動を行っている福祉サービス提

供事業者、各種団体を対象にヒアリング調査を実施しました。 

 

（１）調査概要 

 

① 調査時期： 

調査票の配付・回収：令和元年 11 月～12 月 

面談ヒアリング：令和元年 12 月 10 日（美馬市社会福祉協議会） 

② 調査方法：対象団体へのヒアリング調査票の配付・回収及び、面談ヒアリング 

③ 調査団体：美馬市社会福祉協議会、市内の福祉サービス事業者、各種団体等 

 

（２）高齢者の福祉について 

 

■ 高齢者の福祉について、貴団体で取り組んでいることや課題と思うことは何ですか。 

① 美馬市社会福祉協議会 

● 取り組んでいること 

・介護予防の啓発、いきいき百歳体操。健康寿命を延ばすための筋力維持。 

・ふれあい・いきいきサロン活動の推進。 

・小地域生活支援ネットワーク活動での見守り。 

・生活困窮者自立支援事業。（自立相談支援、就労準備支援、家計改善支援） 

・生活福祉資金貸付事業。 

・成年後見、任意後見。 

・相談事業。 

● 課題 

・人口減少による地域の関係の希薄化や助け合いの減少が課題。 

・担い手、移動手段の不足により、中山間ではふれあい・いきいきサロンができない地

域がある。 

② 福祉サービス事業者 

● 取り組んでいること 

・通所介護、訪問介護、地域密着型通所介護、総合事業。 

・地域の高齢者福祉の中核として、利用者に喜んでもらえるようにサービスを提供する

こと。 

・介護予防、健康づくりの取組。 

・ボランティア入浴。 

・高齢者雇用の促進。 

・看取りについての学び。 
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・社会資源の把握。 

・地域包括ケアシステムの可視化。 

● 課題 

・重度な要介護状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで

続けることができるよう、医療、介護、予防、生活支援が一体的になることが必要で

ある。 

・事業所が持つ専門性（知識、技術）をより地域に役立てられるようにしていくこと。

・サービス利用者以外の地域の人と関わりを増やし、相互協力ができること。 

・地域の民生委員・児童委員、自治会長、その他地域を支える役割を担っている人とよ

り多く知り合い、つながり、連携ができる体制をつくりたい。 

・施設開放、専門職の活用（美馬市委託事業）を行っているが、周知されていない。広

く活用されることを期待する。 

・利用者の高齢化、重度化。 

・移動手段がなく、買い物、通院に困っている人がいる。 

・困っている人がどこに相談して良いかわからない。 

・近所づきあいの希薄化。 

・認知症の人の家族の支援。 

・地域ニーズの掘り起こし。 

・顔つなぎになる医療、介護の連携強化、政策提言。 

・新たなサービスや資源づくりができていない。 

③ 各種団体 

● 取り組んでいること 

・シルバー人材センターでの高齢者活用にあたり、依頼者への認識づくりに取り組んで

いる。（できない作業の説明など） 

・見守り。 

● 課題 

・急速な高齢化を懸念している。 

・シルバー人材センターで高齢者を活用する場合、依頼主は仕事が手早くできる人を求

める傾向が強く、満遍なく人を入れ替えることが難しい。 

・防災に取り組んでいきたい。 
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（３）障がい者の福祉について 

 

■ 障がい者の福祉について、貴団体で取り組んでいることや課題と思うことは何ですか。 

① 美馬市社会福祉協議会 

● 取り組んでいること 

・生活困窮者自立支援事業。（自立相談支援、就労準備支援、家計改善支援） 

・相談業務。 

● 課題 

・地域で生活することを可能とする全ての支援を行うことが課題。 

・障がいのある人の就労定着。 

② 福祉サービス事業者 

● 取り組んでいること 

・基本的人権を尊重したその人らしい生活の支援。 

・サービスの質の保証、地域に根差したサービス提供。 

・地域と施設のつながり強化、拠点づくり。 

・障がい者福祉の啓発、障がい特性の理解のために、施設の開放や交流を実施。 

・障がい者雇用の促進。（理解のための研修、法定雇用率を上回る雇用、ジョブコーチに

よる支援） 

・相談体制の整備など、働きやすい環境づくり。 

・就労に関する関係機関との連携。（ハローワーク、支援センター等） 

・災害時にも支え合える環境の整備。 

・社会資源の把握。 

・精神障がいのある人への支援。 

● 課題 

・障がいの特性への理解を得るのは難しい。 

・災害時の対応が不安である。 

・精神障がいのある人の社会復帰、再入院。 

・複合した問題を抱える世帯が孤立している。 

・介護保険への移行。 

③ 各種団体 

● 取り組んでいること 

・地域との連携。 

● 課題 

・障がいのある人が地域の一員として安心して暮らすこと。 
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（４）子どもや子育て世帯の福祉について 

 

■ 子どもや子育て世帯の福祉について、貴団体で取り組んでいることや課題と思うことは

何ですか。 

① 美馬市社会福祉協議会 

● 取り組んでいること 

・生活困窮者自立支援事業。（自立相談支援、就労準備支援、家計改善支援） 

・相談業務。 

● 課題 

・子どもの貧困、子どもへの虐待をなくすことが課題。 

・困難事例の早期発見と支援につながりにくいことが課題。 

② 福祉サービス事業者 

● 取り組んでいること 

・就業体験、車いす体験等の小中学校との交流。 

・職員の育児休暇の取得促進。 

・職員への子育て応援手当の支給。 

・職員の個々の要望に応じた勤務シフト、短時間勤務推奨。 

③ 各種団体 

● 取り組んでいること 

・地域とのつながり、情報共有。 
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（５）生活困窮者等の福祉について 

 

■ 生活困窮者や困窮状態にある世帯への支援について、貴団体で取り組んでいることや課

題と思うことは何ですか。 

① 美馬市社会福祉協議会 

● 取り組んでいること 

・生活困窮者自立支援事業。（自立相談支援、就労準備支援、家計改善支援） 

・生活福祉資金貸付事業。 

・ふれあい福祉総合相談事業を活用した、生活困窮者自立支援事業の周知・啓発。 

・民生委員・児童委員との連携によるアウトリーチ活動。 

・緊急用食料等給付事業。 

● 課題 

・孤立していることが多く、早期発見が困難、支援につながりにくいことが課題。 

・引きこもりの人へのアプローチが難しい。 

② 福祉サービス事業者 

● 取り組んでいること 

・美馬市くらしサポートネット事業による相談窓口。 

・サービス利用者の世帯が困っていることを聞いたら、美馬市社会福祉協議会へ連絡を

する。 

・ハローワークと行政機関の連携で困窮している人を採用した実績がある。 

● 課題 

・各施設の相談員が生活に困窮している人を早期に察知し、必要とする窓口へつなぐこ

としかできていない。切れ目なく継続して支援できる体制づくりが必要。 

③ 各種団体 

● 取り組んでいること 

・ふれあい・いきいきサロン等での情報収集。 
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（６）権利擁護、成年後見制度について 

 

■ 高齢者や障がいのある人の権利擁護、成年後見制度について、貴団体で取り組んでいる

ことや課題と思うことは何ですか。 

① 美馬市社会福祉協議会 

● 取り組んでいること 

・法人後見（成年後見人、保佐人、補助人）、任意後見契約。 

・日常生活自立支援事業による福祉サービス利用援助、金銭管理、書類預かりサービス。

・市民後見人養成事業。（市民後見人養成講座、フォローアップ研修） 

● 課題 

・被後見人等の増加が課題、権利擁護センターの受任件数を制限せざるを得ない。 

・市民後見人の育成と拡大が課題。 

・障がいの特性により、多種多様な対応が求められることが課題。 

・短絡的な思考、自暴自棄になり対応が困難な人がいる。（アルコール、ギャンブル等）

② 福祉サービス事業者 

● 取り組んでいること 

・高齢者や障がいのある人の人権尊重や成年後見制度についての理解を深めるために定

期的、計画的に研修会を実施している。 

・虐待防止のためのチェックリストの作成、法令遵守、人材の資質向上。 

・必要な情報をつかめば、美馬市社会福祉協議会へ連絡・相談、横のつながりを活用し

ている。 

● 課題 

・成年後見制度には問題点も多く、本人が望む生活ができていないケースもある。 

・後見人は医療的措置には介入できず、入院時に困る。 

③ 各種団体 

● 取り組んでいること 

・社会福祉の充実。 
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（７）地域の助け合い・支え合い活動について 

 

■ 地域における助け合い・支え合い活動について、貴団体で取り組んでいることや課題と

思うことは何ですか。 

① 美馬市社会福祉協議会 

● 取り組んでいること 

・小地域生活支援ネットワーク事業による見守り、担い手の研修。 

・ちょボラ（ちょっとしたボランティア）の推進。 

● 課題 

・人口減少による担い手不足。地域のリーダー人材の育成。 

・自治会長や地域の担い手の人により、活動に対する温度差がある。 

・助け合える仕組みづくり。 

・学校等へ出向いてのボランティア教育はできるが、時間的な制約があるため、福祉教

育の向上・推進については、まだ成果につながっていない。 

・地域に出向いて、支え合いの必要性を啓発することはできているが、地域での活動が

希薄化してきており、リーダー的な存在が少なくなってきている。 

② 福祉サービス事業者 

● 取り組んでいること 

・美馬市くらしサポートネットによる 7 法人の連携体制を確立し、具体的な実践活動を

推進。交流の場づくり、住民対象の勉強会、相談窓口の充実、カフェ・サロンを実施

している。 

・各団体の横のつながりを広げ、深めること。自分のところだけでは解決できないこと

も、他へつなぐことにより、解決の方向へ向かう。 

・地域の人とふれあい・いきいきサロン等で交流を図り、顔見知りになっておくこと。

● 課題 

・高齢化、核家族化が進み、後継者が不足している。現在の活動が存続しないのではな

いかと不安に思う。 

・近年の社会環境からすると、近隣のつながりが希薄であり、問題を抱えていることを

他人に知られたくない、家庭に来てほしくないという人が多いのではないか。 

・高齢者、障がい者、子どもと切り離して考えるのではなく、地域として何がそれぞれ

できるかを考える必要がある。 

③ 各種団体 

● 取り組んでいること 

・小地域生活支援ネットワーク活動による見守り。 
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（８）これからの美馬市の福祉のあり方について 

 

■ 美馬市における地域福祉の推進についてのご意見やご要望がございましたらご自由に

お書きください。 

① 美馬市社会福祉協議会 

・集まれる場所や機会があっても、移動手段が確保できないことが課題。 

・福祉教育の機会を設けて欲しい、学校単位や福祉施設を活用した生活圏域単位での子

どもへの福祉教育の機会が必要。 

② 福祉サービス事業者 

・社会福祉法人と行政等との垣根が高い。利害を超えたスクラムが必要。 

・良い理念、企画、実践があっても、地域住民に満足感や達成感がないと期待されない。

・美馬市の将来像、例えば、50 年後の美馬市はこのようになっているという目に見え

るイメージ図があると良い。50 年後に向けてどのような美馬市になっていくのか、

50 年後に向けた課題とそれに対する解決策の具体案が必要。 

・コミュニティバスの充実や負担軽減をしてほしい。 

・災害時に避難所利用が困難な障がいのある人が多いため、施設が被災した場合の支援

体制をつくってほしい。 

③ 各種団体 

・個人情報にじゃまされない、地域間のつながり。 
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第３章 美馬市が目指す地域福祉の基本理念と目標 
 

１ 計画の基本理念 
 

第２期計画では、住民をはじめとした地域福祉推進に係る様々な主体との協働による「人

づくり」「つながりづくり」「場づくり」「環境づくり」を施策展開の目標に据え、地域福祉

に係る各施策を展開してきました。 

 

今後も引き続き、「人づくり」「つながりづくり」「場づくり」「環境づくり」を目指し、あ

らゆる市民が等しく尊重され、住みなれた地域で生涯にわたり、安全・安心に暮らし、一人

ひとりが思いやりを持ち、お互いに支え合う福祉のまちづくりが求められています。 

 

地域福祉の増進を図るため、これまでの取組や考え方を受け継ぎながら、全ての人が主役

で、地域で助け合い・支え合い、生涯にわたり健康でいきいきと心豊かに暮らすため、第３

期計画の基本理念を以下のように設定します。 

 

 

 
 

 
 

 

  

基本理念

すべての人が尊重され 

生涯にわたりいきいき暮らし 

すべての人で創る美馬市の地域共生社会 
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２ 計画の基本目標 
 

 基本理念で示した地域福祉の実現に向けて、4 つの基本目標を設定します。 

 

 

 基本目標１ 人づくり  
   

地域福祉推進の担い手を育む 

  【キーワード】 

   人権の尊重、ボランティア精神、虐待の防止、生涯教育、アクティブシニア、 

   NPO、自治会、民生委員・児童委員、担い手づくり 

 

高齢・長寿化社会を迎え、高齢者が支えられるだけの立場ではなく、支える立場として

積極的に地域福祉活動の担い手となることが期待されます。今後増えていく、元気な高齢

者であるアクティブシニアの持つ経験を生かし、充実した地域共生社会を築き上げていく

ことを目標に掲げます。 

さらに、あらゆる世代に対して地域福祉活動やボランティア活動への参加機会の増加、

福祉に関する学習機会の提供、地域社会の中で活動するＮＰＯ・ボランティア団体、自治

会等への支援の拡充、子育て・介護人材の確保等を具体的な施策として展開していきます。 

そして、共に助け合い・支え合う「福祉の心」を持ち、自分にできることを実行する「行

動力」を備えた住民一人ひとりが、地域福祉の推進を支える基盤となります。 

地域には、様々な背景や問題を持つ人々がいます。その多様性を認め合い、排除するこ

となく、地域で共に暮らしていくためには、助け合い・支え合いの意識を高め、できる時

にできることを実行する人を増やしていくことが重要となります。 

子どもから高齢者まで、地域で生活を共にする全ての住民が、地域福祉の担い手として

の自覚と行動力を持つ『人づくり』を推進するため、学校・社会等における教育の充実化

を図り、美馬市の地域共生社会の実現を目指します。 

 

 

  実施施策 

（１）地域福祉の啓発と福祉教育の促進 

（２）人材の確保とボランティア活動の促進 
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 基本目標２ つながりづくり  
   

地域で助け合い・支え合うための仕組みを創る 

  【キーワード】 

   近隣関係の希薄化、高齢者の孤立、障がい者の孤立、子育て、互助、 

地域の見回り、自治会、民生委員・児童委員、防災、防犯、自殺対策、 

犯罪をした者等への社会復帰支援 

 

  住民の暮らしの基盤は地域にあります。しかし近年は、近隣関係の希薄化が進んでいる

と言われており、かつてあった助け合い・支え合いがうまく機能しなくなっている地域や、

住民同士の関わりがあまり無いような地域が増えています。 

その一方で、地域での助け合い・支え合いの必要性はますます高まっています。地域社

会の中で支援が必要な高齢者、障がいのある人、子ども等を見守りながら、高齢者の孤立

死を出さないように、また、子育てに悩む保護者が地域の中で孤立しないように、問題を

抱えている人を孤立させないように、地域で支え合う活動の場や拠点づくりを促進してい

くことを目標に掲げます。 

地域福祉の場・拠点づくり、地域での支え合い活動や多様な世代が交流できる場やイベ

ントを通じた住民相互による支え合い・見守り体制の拡充、社会的な孤立や社会的弱者等

の対策の充実、大規模な災害が起きた際の要援護者に対する地域の支援体制の構築、罪を

犯した人等が再犯をせず地域社会の一員として生活をするための保護司をはじめとして

地域住民の連携、必要な支援につなげる仕組みづくり等を進めていきます。 

そして、人と人が出会い、地域内で助け合い・支え合うための『つながりづくり』を推

進し、誰もが、孤立することなく、お互いを尊重し合い、多様性を認め合い、共に支え合

いながら、暮らしていける美馬市の地域共生社会の実現を目指します。 

 

 

  実施施策 

（１）地域の見守り活動を強化する仕組みづくり 

（２）要援護者を支援する仕組みづくり 
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 基本目標３ 場づくり  
   

主体的に地域福祉活動を展開する機会を整える 

  【キーワード】 

   我が事・丸ごと、拠点づくり、世代間交流 

 

 まちづくりの主人公は、住民一人ひとりです。一人ひとりが自分らしくいきいきと暮らせ

るまちづくりを自ら模索し、提案し、実現していくことが、美馬市における地域福祉の推進

力となります。 

しかし、思いをなかなか行動に移せないでいる人や、どのような活動をすべきか悩んでい

る人がたくさんいます。また、福祉活動を発展させるための組織づくりで課題を感じている

人もたくさんいます。そのため、活動しようとしている人々の主体的な行動を引き出す仕組

みや、地域福祉活動を展開する様々な組織・団体等の活動が円滑に行われるよう支援します。 

障がい、子育て、生活困窮等の問題を抱えている人への公的福祉サービスは、徐々に充実

してきていますが、それぞれの福祉分野ごとの支援体制では対応が難しく、問題が複合化し

ています。これには、地域で関係者・関係機関が連携して、課題解決に取り組むことが求め

られ、「我が事・丸ごと」として、地域住民が主体的に地域生活課題を把握し、関係機関と

連携しながら解決を図るなどの包括的な支援体制の基盤をつくることを目標に掲げます。 

また、小中学校の行事、自治会活動の行事、地域の行事等、子どもから高齢者までの世代

間の交流を図る場など地域福祉活動を展開できる『場づくり』を推進し、美馬市の地域共生

社会の実現を目指します。 

 

 

  実施施策 

（１）交流や社会参加の機会創出の推進 

（２）民間との連携・協働と活動支援の推進 
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 基本目標４ 環境づくり  
   

必要な支援を主体的に選択できる環境を創る 

  【キーワード】 

   相談事業、権利擁護、日常生活自立支援事業、成年後見制度、生活困窮、 

貧困の連鎖、自殺対策、情報アクセシビリティ 

    

  少子高齢化の進行やライフスタイルの変化、複雑・多様化した問題等により、地域での

生活に不安を抱えている人や支援が必要な人などが増えています。複合的な問題を抱えて

いる人への自立に向けた継続的な支援や貧困の連鎖を断ち切るための学習支援の充実、経

済的な困窮などから派生する自殺対策及び自立支援、判断能力の低下した方の権利擁護に

資する取組等、様々な状況にあるすべての人の暮らしを支える取組が重要となります。 

現在、地域包括支援センター、家庭児童相談、子育て相談、障がい者相談、消費生活相

談等、様々な分野にわたる相談窓口や制度が設けられています。 

しかし、これらの窓口や制度が充分に周知されていないことや、相談から円滑に支援に

繋げる仕組みが充分ではないことが全国的に指摘されています。 

そのため、関係機関や団体等と連携し、住民の福祉ニーズをなるべく早くキャッチし、

適切な支援に繋げるための相談体制や支援体制づくり、ニーズに即した情報を住民が主体

的に取得できる工夫を施し、支援を必要とする人が適切にサービスを利用し、自立した生

活を送れるための『環境づくり』を推進し、美馬市の地域共生社会の実現を目指します。 

 

 

  実施施策 

（１）情報提供の充実 

（２）相談体制の充実 

（３）市民の権利擁護の充実 

（４）困りごとを抱えた方への相談支援などの充実 

 

 ※第６章において、成年後見制度利用促進基本計画を掲載します。 
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３ 施策の体系 
 

基本理念 基本目標 実施施策 

 

 

 

 

 

 

す
べ
て
の
人
が
尊
重
さ
れ 

生
涯
に
わ
た
り
い
き
い
き
暮
ら
し 

す
べ
て
の
人
で
創
る
美
馬
市
の
地
域
共
生
社
会 

１ 人づくり 

 
地域福祉推進の担い手を育む 

２ つながりづくり 
地域で助け合い・支え合うた

めの仕組みを創る 

３ 場づくり 
主体的に地域福祉活動を展開

する機会を整える 

４ 環境づくり 
必要な支援を主体的に選択で

きる環境を創る 

（１）地域福祉の啓発と福祉教育の促進 

（２）人材の確保と 

ボランティア活動の促進 

（１）地域の見守り活動を強化する 

仕組みづくり 

（２）要援護者を支援する仕組みづくり 

（１）交流や社会参加の機会創出の推進 

（２）民間との連携・協働と 

活動支援の推進 

（１）情報提供の充実 

（２）相談体制の充実 

（３）市民の権利擁護の充実 

（４）困りごとを抱えた方への 

相談支援などの充実 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第４章 施策の展開 
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第４章 施策の展開 
 

基本目標１ 人づくり 地域福祉推進の担い手を育む 
 

（１）地域福祉の啓発と福祉教育の促進 

 

［現状と課題］ 

 

○ 地域福祉は、一人ひとりが自分にできることの範囲を徐々に拡げていくことで、取

組や支援の輪が地域全体へと拡がっていきます。自分にできる小さなことでも地域福

祉の推進に繋がることを自覚することが重要です。 

 

○ 現在、地域福祉活動を担っている自治会関係者、民生委員・児童委員等は、高齢化

による担い手不足などで、一人が複数の役割を兼務するなど、特定の人が多くの活動

に関わり負担が大きくなっています。 

 

○ 福祉について学習できる場の充実が重要です。福祉を身近なものとしてとらえ、様

々な体験や活動を通して理解を深めるため、幼児期からの継続的な福祉教育の実施が

求められます。 

 

○ 65 歳以上の方がこれまでの経験や能力を活かして地域福祉活動の担い手として参加

するには、心身ともに健康を保つための、健康管理や介護予防などの取組を支援する

ことが大切になります。 

 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 主体的に活動する地域住民等を増やしながら、課題やニーズを掘り起こし地域生活

課題の解決に結び付けることができる新たな人材の発掘と育成に努め、人材育成の取

組を展開します。 

 

○ 地域の様々な知識や技術をもった人材を地域福祉活動に活かすことができるよう、

社会福祉協議会などと連携し、人材育成に向けた講座等の開催に努め、誰でも地域福

祉に携わる環境づくりを展開します。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 福祉に関する情報を積極的に収集しましょう。 

◆ 自分の趣味やこれまで培ってきた経験、知識や能力を地域で活かしましょう。 

◆ 通院時の乗り合わせや買い物の手伝いなど、身近な生活支援に取り組みましょう。

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ 回覧板やインターネット、人が集まる場所でのチラシの配布など様々な方法を

用いて団体活動の周知を図りましょう。 

★ 生きがい活動や健康づくり活動、体験学習や講演会など、様々な学習メニュー

の提供を図りましょう。 

★ 世代を超えたサロンを開催するなど、高齢者、障がいのある人、子どもをはじ

め、地域における住民のふれ合いの場づくりをしましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 公民館教室や地域子育て支援拠点事業など、地域づくり・交流の拠点となる場

づくりに取り組みます。 

◎ 親子で地域福祉にふれることができる機会の充実に取り組みます。 

◎ 地域福祉活動団体等の情報や具体的な地域福祉事例などの福祉情報の発信に取

り組みます。 

◎ 学校教育の場における福祉教育推進の働きかけに取り組みます。 

 

 

［主な関連事業］ 

 

・広報紙編集・発行事業（ふるさと振興課） 

・自主放送番組作成事業（ふるさと振興課） 

・障がい者差別解消対策事業（長寿・障がい福祉課） 

・子育て支援センター、地域子育て支援拠点の運営（子どもすこやか課） 
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（２）人材の確保とボランティア活動の促進 

 

［現状と課題］ 

 

○ 民生委員・児童委員など、地域で福祉活動に携わる人の高齢化が進んでおり、これか

らの福祉活動を支える人材の育成が課題となっています。 

 

○ 地域での福祉活動を継続的に推進するためには、活動者の裾野を拡げていくことが重

要であり、これまで福祉に関心がなかった人や若い世代の参加など、新しい担い手の発

掘が求められます。 

 

○ ボランティア講座等を開催しても、その受講者が実際にボランティア活動等に携わら

なければ本来の目的が達成できたとは言えません。受講者を活動者へと繋げる仕組みづ

くりが求められます。 

 

○ 地域に根ざした活動やボランティア活動などを行っている市民や団体は貴重な存在

であり、その活動を支援することが必要です。 

 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 地域のことや各種団体の活動内容等の情報を発信することにより、地域活動やボラ

ンティアへの関心を高め、市民の参加を促すとともに、福祉活動を展開します。 

  

○ 一人ひとりが主体的に地域福祉活動に参画する意識を高めていくため、大人だけで

はなく、幼少期から地域福祉への関心を持ってもらい、学校教育でも地域福祉活動や

ボランティア活動等、福祉に対する理解を深める機会の充実を行います。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 若い世代に呼びかけ、地域活動への参加を促しましょう。 

◆ ボランティア研修やリーダー研修などに参加しましょう。 

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ 住民がどのような活動に参加したいと思うのか、ニーズの把握に努めましょう。 

★ 各種団体は講座等を開催し、人材育成に努めましょう。 

★ 若年層や退職期を迎えたシニア世代、学生など、対象をしぼった研修会等の開

催に努めましょう。 

★ 福祉活動やボランティア活動への参加を呼びかけましょう。 

★ 講座と実践をセットにしたメニューの開発に努めましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 講座受講後に継続して地域福祉活動に繋がるような仕組みづくりに取り組みます。

◎ 各種組織・団体による講座等の実施の支援に取り組みます。 

◎ 地域福祉活動団体等の情報や具体的な地域福祉事例、地域福祉活動者の事例等

の収集・発信に取り組みます。 

 

 

［主な関連事業］ 

 

・自治会の活動支援（ふるさと振興課） 

・｢美馬市生涯活躍のまち｣推進事業、 

「いきがい支援プログラム・美来創生みま学講座」の実施（移住・定住促進課） 

・介護看護人材就労・定住促進事業（移住・定住促進課） 

・雇用アクティブシニア推進事業（企業応援課） 

・シルバー人材センター運営補助事業（企業応援課） 

・美馬市社会福祉協議会の活動支援（生活福祉課） 
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基本目標２ つながりづくり 地域で助け合い・支え合うための仕組みを創る
 

（１）地域の見守り活動を強化する仕組みづくり 

 

［現状と課題］ 

 

○ 地域の見守りを担う自治会関係者、民生委員・児童委員等の担い手や後継者がいな 

い、また、高齢化しており、見守りの体制づくりが求められています。 

 

○ 少子高齢化や核家族化の進行、地域における住民のつながりの希薄化や価値観の多様

化などにより、地域での日常的な助け合い・支え合いによる相互扶助機能の弱体化が指

摘されています。 

 

○ 見守り活動や安否確認活動は、地域で取り組む助け合い・支え合い活動の基礎的な 

活動であることから、これらの活動が全市的に発展・充実していくことが求められます。 

 

○ 子どもを狙った事件や事故、不審者情報の報告が後を絶ちません。また、高齢者や判

断能力の低下した人を狙った悪徳商法・詐欺事件の発生が徳島県内でも報告されていま

す。安全・安心な地域にするためには、住民一人ひとりが犯罪の被害に遭わないように

防犯意識を高めるとともに、地域連携による犯罪の機会を与えない、犯罪を起こしにく

い地域づくりが求められます。 

 

○ 東日本大震災の教訓から、防災に対する意識が高まっています。災害発生直後は、行

政の支援が瞬時に地域に行き届かないため、自助・互助・共助の考え方を基本とした、

地域の防災力向上が求められます。 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 地域の助け合い・支え合いや見守り、民生委員・児童委員の活動への支援、要援護

高齢者等支援ネットワーク、仲間づくりや地域での交流促進を図るためのイベントを

増やし、住民相互による助け合い・支え合い、見守り体制の拡充に取り組みます。 

 

○ アクティブシニア層のボランティア等への参加促進を図り、人と人のつながりを深

め、地域の助け合い・支え合い活動の拡充に取り組みます。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 身近な場所で歩きづらいところ、危険に思うところを点検・共有し、安全確保に

努めましょう。 

◆ 隣近所や地域内での挨拶や声かけの実施により、地域の要援護者の把握に努め

ましょう。 

◆ 通院時の乗り合わせや買い物の手伝いなど、身近な生活支援に取り組みましょう。

◆ 地域での防災・防犯活動に積極的に参加し、自主防災・防犯に対する意識を持ち

ましょう。 

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ イベントや講座等を通じて、要援護者の把握に向けて地域への啓発活動に取り

組みましょう。 

★ 地域の特性に応じた防災・防犯活動に取り組みましょう。 

★ 地域の公民館や集会所などを活用して、誰もが気軽に集まれる場づくりや機会

づくりに努めましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 住民、社会福祉施設、ＮＰＯ・ボランティアなど、地域を構成する様々な主体

の交流に繋がる支援に取り組みます。 

◎ 公民館教室や地域子育て支援拠点事業など、地域づくり・交流の拠点となる場

づくりに取り組みます。 

◎ 各種事業を通じた見守り活動やパトロール活動に取り組みます。 
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［主な関連事業］ 

 

・交通安全推進事業（危機管理室） 

・防犯対策事業（危機管理室） 

・自主防災組織の活動支援（危機管理室） 

・自治会の活動支援（ふるさと振興課） 

・住民が自主的に行うコミュニティ活動の支援（ふるさと振興課） 

・まちづくり協議会の活動支援（ふるさと振興課） 

・消費者センター運営事業（企業応援課） 

・美馬市消費者協会の活動支援（企業応援課） 

・消費者安全確保地域協議会の運営（企業応援課） 

・木屋平地区等見回り服薬サポート事業（総務福祉課） 

・民生委員・児童委員の活動支援（生活福祉課） 

・小地域生活支援ネットワークによる高齢者の見守り（長寿・障がい福祉課） 

・老人クラブ連合会による友愛訪問活動の支援（長寿・障がい福祉課） 

・子育て支援センター、地域子育て支援拠点の運営（子どもすこやか課） 

・ファミリーサポートセンターの運営（子どもすこやか課） 

・地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業、スクールガード・リーダー研修（教育総務課）

・青少年育成活動事業、青少年の補導（地域学習推進課） 

・在宅ケアサービス健康管理、医師・看護師による定期的な訪問（木屋平診療所） 

 

 

 

 



   第４章 施策の展開 

64 

 

 

（２）要援護者を支援する仕組みづくり 

 

［現状と課題］ 

 

○ 災害が発生する度に、高齢者や障がいのある人などの避難行動要支援者と言われる

人々に対する支援が大きな課題となっています。 

 

○ 所得の低下や他の様々な要因に伴う生活困窮者や生活保護受給者の増加が予測され

ます。このような人は単に経済的な困窮に陥っているだけではなく、家庭や生活の中で

様々な問題を抱えている場合もあります。 

 

○ 生活困窮者をはじめ、高齢者、障がいのある人、ひとり親家庭など、日常的に支援・

配慮を必要とする可能性が高い人を地域内で発見・把握し、地域全体の連携による自立

支援に繋げていくことが重要です。 

 

○ 生活全般にわたり、困難な状況にある人や支援が必要な人に対し、相談支援の体制 

を構築するとともに、地域の様々な機関や社会資源と連携し、困窮状態や困難状態から

の早期脱出・自立支援に取り組むことが求められます。 

 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 住民に身近な圏域における地域福祉活動の展開について促進するとともに、地域住

民等が地域生活課題を主体的に把握し、受け止めて、解決を試みることができるよう

な仕組みづくりを展開します。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 悩み事や問題を独りで抱え込まず、周囲の人や近くの相談窓口へ相談しましょう。

◆ 隣近所や地域内での挨拶や声かけの実施により、地域の要援護者の把握に努め、

緊急・災害時には支援ができる関係を築きましょう。 

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ 自治会と社会福祉施設が連携し、緊急時の協力体制を整えましょう。 

★ 災害時における安否確認方法や避難誘導方法などを自治会内で共有しましょう。

★ 生活困窮者に関する支援制度やサービスの情報を共有し、相談機関へ繋げましょう。

★ 小地域ネットワーク推進会議などの開催により、支援が必要な人の情報につい

て関係機関と共有を図りましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 避難行動要支援者名簿の整備及び関係者との情報共有等を行い、災害発生時に

有効に活用できる体制づくりに取り組みます。 

◎ 各分野の個別検討会議や各種事業などを通じて困難事例の情報収集に取り組みます。

◎ 庁内関係部局をはじめ、ハローワークや各種事業者、社会福祉施設等と連携し、

生活困窮や就労困難に陥る危険性の高い家庭の早期把握・早期支援に繋げる仕組

みづくりに取り組みます。 

◎ 生活困窮者自立支援制度に基づく支援の実施に取り組みます。 
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［主な関連事業］ 

 

・自主防災組織の活動支援（危機管理室） 

・福祉避難所の充実、地域防災訓練の実施（危機管理室） 

・防災交流センターの管理・運営（危機管理室） 

・自治会の活動支援（ふるさと振興課） 

・まちづくり協議会の活動支援（ふるさと振興課） 

・避難行動要支援者名簿登録事業（生活福祉課） 

・生活困窮者自立支援事業（生活福祉課） 

・生活保護費給付事業（生活福祉課） 

・美馬地区保護司会の活動支援（生活福祉課） 

・民生委員・児童委員の活動支援（生活福祉課） 

・障がい福祉サービスの提供、地域生活支援事業（長寿・障がい福祉課） 

・家庭での養育が困難になった児童の一時的な保護（子どもすこやか課） 

・ひとり親家庭の支援（子どもすこやか課） 

・要保護及び準要保護児童生徒の支援（教育総務課） 
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基本目標３ 場づくり 主体的に地域福祉活動を展開する機会を整える 
 

（１）交流や社会参加の機会創出の推進 

 

［現状と課題］ 

 

○ 誰もが経済的に自立し、社会参加を図るためには、地域で生活する住民同士の交流・

社会参加の機会創出が重要です。特に、ひとり暮らしの高齢者や子育て中の親など、地

域で孤立しがちな人たちが、地域の様々な世代の人と交流する機会を創出することが求

められます。 

 

○ 障がいのある人やひとり親など困窮状態や困難状態に陥りがちな人たちに、雇用やイ

ベント等への参加の機会を確保し、地域で活躍できる場や機会を整えていくことが求め

られます。 

 

○ 定年を迎えた人がこれまでの経験や技術を活かして、ボランティア活動や地域の活動

に参加することが期待されています。これまで培ってきた経験、知識や能力を活かして、

地域で活躍できる場や機会を整えていくことが求められます。 

 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 地域福祉の場や拠点を設けるだけではなく、ボランティア団体による地域の場・拠

点づくりに対する支援等も含め、積極的に地域福祉の場・拠点づくりを促進します。 

 

○ 誰もが地域社会の一員であることの意識を高め、地域福祉の在り方についての理解

や関心を深めるボランティア活動等を通じて、住民が主体的に地域生活課題を把握し

解決を試みることができるように取り組み、地域福祉活動を実践するためのボランテ

ィア団体の活動を促進します。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 他人事と捉えず、我が事と思い、近隣者や地域と協力し、支援が必要な人の手伝

いを行いましょう。 

◆ 通院の乗り合わせや買い物の手伝いなど、簡単に実施できる生活支援にお互い

が取り組みましょう。 

◆ 研修や学習の場へ積極的に参加し、自分の趣味やこれまで培ってきた経験、知

識や能力を地域で活かしましょう。 

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ 他地域の団体活動や先進事例、モデル事業を参考に、地域の特性に応じた活躍

の場づくりに努めましょう。 

★ 団塊の世代を対象にした研修会の開催などを通じて、ボランティア活動者や地

域福祉活動者の発掘・育成を行いましょう。 

★ 各種事業者や民間企業、商店、民間施設など、新たな地域福祉資源の発掘と連

携づくりに努めましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 地域活動に繋がる取組や事業等への公的支援に取り組みます。 

◎ 公民館教室や地域子育て支援拠点事業など、地域づくり・交流の拠点となる場

づくりに取り組みます。 

◎ 心身ともに健康で社会参加を図れるよう、健康づくりなどの保健事業の充実に

取り組みます。 

◎ 先進事例やモデル事業などを情報収集・研究し、地域や各種団体との協力のも

と、社会参加や活躍の場づくりに取り組みます。 
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［主な関連事業］ 

 

・住民が自主的に行うコミュニティ活動の支援（ふるさと振興課） 

・まちづくり協議会の活動支援（ふるさと振興課） 

・｢美馬市生涯活躍のまち｣推進事業、 

「いきがい支援プログラム・美来創生みま学講座」の実施（移住・定住促進課） 

・雇用アクティブシニア推進事業（企業応援課） 

・スポーツ・レクリエーション、就労支援等の障がいのある人の社会参加支援 

（長寿・障がい福祉課） 

・多世代交流センターの運営（長寿・障がい福祉課） 

・子育て支援センター、地域子育て支援拠点の運営（子どもすこやか課） 

・隣保館の運営（美馬文化会館、三島会館） 

・隣保館デイサービス事業、老人ルーム事業（美馬文化会館） 

・社会教育団体の活動支援（地域学習推進課） 

・講座、会場貸し等の公民館事業（地域学習推進課） 

・美馬市立図書館の運営（地域学習推進課） 

・教室の開催、人権研修等の教育集会所の運営（地域学習推進課） 

・識字学級交流推進事業（地域学習推進課） 

・美馬市体育協会・美馬市スポーツ少年団等の活動支援（地域学習推進課） 

・総合型地域スポーツクラブの育成・組織強化（地域学習推進課） 
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（２）民間との連携・協働と活動支援の推進 

 

［現状と課題］ 

 

○ 社会福祉協議会は、社会福祉法第 109 条の規定により、地域福祉の推進を目的とす

る民間団体として位置付けられています。各種サービスを提供する主体として、あるい

は地域活動を育成・調整する主体として、広範な分野で大きな役割を担うことが、今後

も期待されます。 

 

○ 介護保険サービスや障がい福祉サービス等の公的な制度は充実してきましたが、福祉

制度の谷間にある人への支援が課題となっています。また、美馬市は中山間地域に集落

が点在しているという背景もあり、買い物や移動に困っている人への支援も課題となっ

ています。 

 

○ 公的な福祉サービスで補うことができないニーズ等に柔軟に対応できるサービスと

して、ＮＰＯ・ボランティア等が提供する「インフォーマルサービス」や、地域の人材、

ノウハウ、施設、資金などの地域資源を活用した経済活動や事業を展開する「コミュニ

ティビジネス」は、全国各地で様々な取組が展開されています。 

 

○ 複雑・多様化した地域の問題を解決するためには、社会福祉を目的とする多様なサー

ビスの振興と参入の促進、新たな地域資源の発掘、活用が重要です。 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 福祉サービスやインフォーマルな支援、福祉分野以外の支援なども組合わせて利用

できるように、各相談窓口や相談機関が連携しながら課題の解決につながるような支

援を行うほか、地域活動の拠点となる場づくりに取り組みます。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 身近にある社会福祉施設や身近で活動している福祉団体等の活動内容について

理解しましょう。 

◆ 民生委員・児童委員の活動に協力しましょう。 

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ 同一の地域内における団体や施設、同一の目的で活動している団体や施設等と

の交流や協力に努めましょう。 

★ 自治会、民生委員・児童委員、ＮＰＯ・ボランティア等をはじめとした地域福

祉活動団体など、それぞれの活動内容を理解し合いましょう。 

★ 地域で必要とされている支援やニーズの把握に努め、地域の特性に応じた事業

展開に努めましょう。 

★ 民間企業や商店、民間施設などに地域福祉活動への参加を呼びかけましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 公民館教室や地域子育て支援拠点事業など、地域づくり・交流の拠点となる場

づくりに取り組みます。 

◎ 美馬市地域交流センターや各地域の公共施設を拠点に、各種組織・団体の活動

場所を提供し、活動への支援に取り組みます。 

◎ 地域の特性に応じた地域活動が展開できるよう、地域活動の拠点となる施設の

整備・修繕等に取り組みます。 

◎ 移動支援として、デマンドバスや移送サービス、福祉タクシーなどの充実に取

り組みます。 
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［主な関連事業］ 

 

・住民が自主的に行うコミュニティ活動の支援（ふるさと振興課） 

・まちづくり協議会の活動支援（ふるさと振興課） 

・買物支援事業（ふるさと振興課） 

・デマンドバス事業（ふるさと振興課） 

・木屋平買物支援センター運営事業（総務福祉課） 

・穴吹・木屋平間代替バス事業（総務福祉課） 

・子育て支援センター、地域子育て支援拠点の運営（子どもすこやか課） 

・子育て支援企業表彰事業（子どもすこやか課） 

・民間企業との連携による見守り活動（長寿・障がい福祉課） 
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基本目標４ 環境づくり 必要な支援を主体的に選択できる環境を創る 
 

（１）情報提供の充実 

 

［現状と課題］ 

 

○ ボランティア活動に関心を持っている人や事業者等が様々な活動に参加できるよう

に、活動に関する知識や情報を取得できるように配慮する事が求められています。 

 

○ 住民が主体的にサービスを利用するためには、サービスを比較し、自分に合うサー 

ビスを選択できるようにわかりやすい情報提供が求められています。 

 

○ 行政や専門機関等が提供する公的な福祉サービスに関する情報は、広報、各種パンフ

レット、ホームページ等を通じて情報提供していますが、福祉制度の改正や公的な福祉

サービスの変更について、タイムリーな情報を提供することが重要です。 

 

○ あらゆる世代が、必要な情報を集約でき、自らが最適なサービス利用に結びつける 

ことができる情報提供の充実と工夫が求められます。 

 

○ 高齢者や障がいのある人にもアクセスのしやすい情報提供の工夫が必要です。 

 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 世代や環境によって情報を入手する媒体が多様化してきているなか、地域住民等が

様々な手段で情報を取得できるよう、複数の媒体を活用した積極的な情報発信を行い

ます。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 広報紙や回覧板、ホームページなどの情報に目を通しましょう。 

◆ 正確な福祉に関する情報の取得に努めましょう。 

◆ 普段から知りたいことを聞く、調べる習慣を身につけましょう。 

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ 回覧板などの地域に密着した情報伝達方法を活用し、インフォーマルサービス

を含めたサービスの情報提供に努めましょう。 

★ 小地域ネットワーク会議などの各種組織・団体が参加する会議を活用した情報

提供と情報共有に努めましょう。 

★ 民生委員・児童委員や自治会関係者を介しての情報提供に努めましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 民生委員・児童委員や自治会等に向けた、きめ細やかな情報提供に取り組みます。

◎ 広報紙やホームページなど多様な媒体を活用した幅広い情報提供に取り組みます。

◎ 視覚障がいのある人や聴覚障がいのある人への情報伝達手段のあり方の検討に

取り組みます。 

◎ 子育て、障がい福祉等の分野でガイドブック、パンフレットによる福祉制度や

サービスの情報提供を行います。 

◎ 福祉、保健、医療の連携を緊密化し、情報の正確さと内容を充実させます。 

 

 

［主な関連事業］ 

 

・広報紙編集・発行事業（ふるさと振興課） 

・自主放送番組作成事業（ふるさと振興課） 

・消費者センター運営事業（企業応援課） 

・民生委員・児童委員の活動支援（生活福祉課） 

・保健師による乳児家庭全戸訪問（保険健康課） 

  



第４章 施策の展開    

75 

 

 

（２）相談体制の充実 

 

［現状と課題］ 

 

○ 市民はどこに相談したらいいのかわからないという意見もあります。今後も増加す

る地域生活問題の解決に向け、相談機関や相談業務の周知が求められています。 

 

○ 法律に基づいた縦割りの専門的な相談窓口や情報は、利用者にとってわかりにくく、

利用しにくいものになっています。 

 

○ 社会情勢が変化し、地域での問題やニーズが複雑・多様化していることにより、保

健福祉関係者にはこれまで以上に幅広い知識や専門技術の向上等が求められます。 

 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 高齢者、障がいのある人、子どもについての相談や、医療、健康に関する相談等、

市民の日常生活に生じる様々な課題に対する身近な相談支援体制づくりを行います。 

 

○ 各種の相談機関や相談員に、市民に親しみやすい相談業務を行うよう、周知を行い

ます。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 地域で顔見知りになり、身近な相談相手になりましょう。 

◆ 地域の困りごとや困っている人を見つけたら、民生委員・児童委員、自治会、地

域の社会福祉施設等に、自分のこととして相談につなげましょう。 

◆ 交流の場や相談窓口を活用して、相談しましょう。 

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ 各種相談窓口の周知と利用を呼びかけましょう。 

★ 地域の各種組織・団体や社会福祉施設などで相談機能を高めましょう。 

★ 問題を抱えて孤立する前に相談することの啓発に取り組みましょう。 

★ 行政、専門機関、地域住民等と連携を図り、相談支援のネットワークを構築し

ましょう。 

★ 窓口に専門的な知識や資格を持った職員の配置や研修を通じて、職員のスキル

の向上を図りましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 民生委員・児童委員に対する研修の実施や活動支援に取り組みます。 

◎ 市民や関係機関に対し、現在ある相談窓口の周知に取り組みます。 

◎ 相談窓口への専門職職員の配置に取り組みます。 

◎ 社会情勢を踏まえた新たな相談支援の構築に取り組みます。 

◎ 福祉、保健、医療に関わる相談員のネットワークを緊密化し、市民の困りごと

や要望に対応します。 

 

 

［主な関連事業］ 

 

・民生委員・児童委員の活動支援（生活福祉課） 

・生活困窮者自立支援事業による相談対応（生活福祉課） 

・障がい福祉サービスによる相談支援事業（長寿・障がい福祉課） 

・地域包括支援センターによる相談対応（長寿・障がい福祉課） 

・保健師による乳児家庭全戸訪問、産後継続訪問事業（保険健康課） 

・子育て世代包括支援センターによる妊娠、出産及び子育てに関する相談（保険健康課）
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（３）市民の権利擁護の充実 

 

［現状と課題］ 

 

○ 福祉サービスの利用者は、自身のニーズを満たすサービスを自ら主体的に選択する

ことが重要ですが、利用者の中には、サービスの内容への理解が十分でない人や自ら

意思決定を行うことが困難な人もいます。 

 

○ 認知症や障がいなどによって、判断能力の十分でない方が増える一方で、親の高齢

化や親族が少なくなったりすることで、生活を支える人が不在になる不安感が出てい

ます。具体的な支援制度として、権利擁護の仕組みを充実させ、利用者につなげてい

く必要があります。 

 

○ 日常生活自立支援事業や成年後見制度について、制度はまだ十分に知られていない

現状があります。安心してサービスを利用できるよう、制度の周知と利用の促進が求

められます。 

 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 地域福祉活動団体などの福祉サービス提供者などに対し、指導監査を実施するとと

もに、公平な第三者の立場で苦情を受け、解決を図るなど、利用者の権利等の擁護や

福祉サービスの質の向上を行います。 

 

○ 地域の助け合い・支え合いや見守り活動の中で、権利擁護支援の必要な人の早期発

見ができる仕組み及び体制をつくり、相談支援等を行います。 

 

○ 社会福祉協議会による法人後見の実施、後見人（親族など）への申立支援、地域の

住民からなる市民後見人の養成や市民後見人として受任した者に対する受任者研修に

取り組むなど、地域の権利擁護体制を整備します。 

 

○ 権利擁護支援のための地域連携ネットワークの構築、中核機関（成年後見制度の総

合窓口）の設置に向け、関係機関との協議・検討を行います。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ サービスの利用について正しい情報を主体的に取得し、地域で支援が必要な人

に情報を提供し、関係機関へ結び付けましょう。 

◆ 自分に合った適切なサービスを利用できるよう、サービスの利用について正しい

情報を主体的に取得し、サービス事業者等と話し合い、積極的に利用しましょう。

◆ 身近な地域で権利擁護支援が必要な人の発見に努め、関係機関へ結び付けましょう。

◆ 市民後見人養成事業の研修等に参加し、権利擁護について知識を深めましょう。

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ ニーズを把握し、必要なサービスの充実に努めましょう。 

★ 利用者からの苦情や要望を把握し、必要に応じて改善を行いましょう。 

★ 法人後見の充実に努めましょう。 

★ 市民後見人の養成・支援に努めましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 日常生活自立支援事業や成年後見制度等の制度の周知と利用促進、相談の充実

に取り組みます。 

◎ 各関連計画における施策や事業の計画的な推進に取り組みます。 

◎ 市民後見人の養成・支援に取り組みます。 

◎ 成年後見制度の申立てを行う者がいない人を対象に市長申立てを実施します。 

 

※第６章において、成年後見制度利用促進基本計画を掲載します。 

 

［主な関連事業］ 

 

・美馬市社会福祉協議会による法人後見事業（生活福祉課） 

・成年後見制度に関する相談対応（長寿・障がい福祉課） 

・市民後見人の養成（長寿・障がい福祉課） 
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（４）困りごとを抱えた方への相談支援などの充実 

 

［現状と課題］ 

 

○ 困りごとを抱えているのに、自らＳＯＳを発信できない人や世帯、あるいは他者の

関わりや支援を拒み、問題を抱えたまま孤立状態に陥っている現状が見受けられます。

地域で問題を抱えている人を把握する必要があります。 

 

○ 高齢者、障がいのある人、子どもへの虐待、自殺や孤独死といった社会問題は、問

題が表面化するまで、地域でも認知されておらず、その人や世帯が社会や地域から孤

立した状態が見受けられます。地域住民等が主体的に地域課題を把握する活動が必要

です。 

 

○ 困りごとを抱えている人の問題は、複数の要素が重なり複雑化するなど、専門的な

支援を必要としています。地域住民等が課題を発見しても、解決が困難な場合、高度

な知識や専門的な見地で支援できる人や機関と連携して支援に取り組む必要がありま

す。 

 

 

［施策の展開方針］ 

 

○ 生活困窮者の自立を促すための施策を展開するほか、複雑化した課題や制度の狭間

にある課題を抱えた人や世帯に対し、各機関と連携し包括的な相談支援体制を構築し

ます。 

 

○ 地域社会から孤立していたり、孤立するおそれのある人や世帯については、市にお

ける情報収集や地域の見守り活動を通じて状況を把握し、適切な支援につなげていく

体制を構築します。 
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［各主体の取組］ 

 

住民一人ひとりの取組  

◆ 日頃から福祉制度や福祉サービスに関心を持ち情報を取得しましょう。 

◆ 日頃から地域や人に目を配り、支援が必要と思われる人や世帯があれば支援機

関に結びつけましょう。 

◆ 福祉・医療・介護・子育ての各機関の情報に常に関心を持ちましょう。 

 

 

地域・社会福祉協議会等の取組  

★ 高齢者、障がいのある人、子育て世帯が住みなれた地域で安心して暮らせる支

援体制を充実させましょう。 

★ 地域と連携して、困りごとを抱えている人や世帯を把握し、相談等支援する体

制を充実させましょう。 

★ 生活困窮者や引きこもりの人、困りごとを抱えている人や世帯で制度の狭間に

いる人などへの支援を充実させましょう。 

 

 

行政の取組  

◎ 生活困窮者の自立を促す施策を実施します。 

◎ 社会から孤立するおそれのある人や世帯の早期発見に向けた地域体制を支援します。 

◎ 問題を抱えて孤立する前に相談することの啓発に取り組みます。 

◎ 複合化した課題や制度の狭間にある課題への包括的な相談支援体制を構築します。

 

 

［主な関連事業］ 

 

・民生委員・児童委員の活動支援（生活福祉課） 

・生活困窮者自立支援事業による相談対応（生活福祉課） 

・障がい福祉サービスによる相談支援事業（長寿・障がい福祉課） 

・地域包括支援センターによる相談対応（長寿・障がい福祉課） 

・保健師による乳児家庭全戸訪問、産後継続訪問事業（保険健康課） 

・子育て世代包括支援センターによる妊娠、出産及び子育てに関する相談（保険健康課）
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第５章 計画の推進体制 
 

１ 計画の進め方 
 

 多様化・複合化する地域の課題や福祉ニーズに対応していくためには、住民をはじめとし

た地域を構成する様々な主体や行政が連携して、制度や分野を超えて、地域福祉の推進に努

めていくことが重要です。 

個別の課題に対しては、住民、地域の様々な主体、行政がそれぞれの役割分担を認識し、

共通の目標達成に向け、それぞれが主体性を持ちながら協力して、解決力の強化を図ります。 

今後も、住み慣れた地域で助け合い・支え合いながら、安全で安心して暮らせる地域社会

を形成するため、行政だけでなく、住民、自治会、民生委員・児童委員、ＮＰＯ・ボランテ

ィア等をはじめとした地域福祉活動団体が、それぞれの役割を担い、協力し、自助・互助・

共助・公助の協働による支え合いによって、計画を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

互助 

 

身近な人間関係の中での自

発的な助け合い・支え合い

自助 

 

個人や家族による 

助け合い・支え合い 

共助 

 

地域で活動する団体・行政

等の協働による組織的な 

助け合い・支え合い 

公助 

 

行政や公的機関が 

提供するサービスや支援 

役割分担と協働 
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（１）期待される住民の役割 

 

 地域福祉を推進していくためには、「支え手」「受け手」という関係を超えて、積極的に

地域福祉活動に参画していくことが重要です。 

地域において、助け合い・支え合える関係を創るとともに、地域における生活課題を

「我が事」として受け止め、地域福祉を推進する担い手として、声かけや手伝いなど、自

分がすぐにでも取り組めることから始めることが期待されます。 

そのため、各種研修や講座、地域の集まり、地域活動、ボランティア活動等に積極的に

参加することが望まれます。 

 

（２）期待される地域の役割 

 

本市でも地域ごとに独自の取組が数多くみられ、各種団体が様々な活動をしています。

地域で活動を行う社会福祉協議会やＮＰＯ・ボランティア等をはじめとした地域福祉活動

団体は、住民に最も身近な組織・団体であり、住民が具体的な活動への第一歩を踏み出す

きっかけづくりとしての役割が期待されます。 

住民への積極的な情報発信を行うとともに、自治会同士や福祉関係団体間における交流

と、一層の連携強化が望まれます。 

 

（３）行政の役割 

 

地域福祉推進にあたり、行政には公的な福祉サービスを効率･効果的、且つ総合的に運営

していく責務、地域生活課題解決のための包括的な支援体制を整備する責務があります。 

行政内部が連携して横断的な視点で取り組み、全庁的な体制でサービスや支援を実施す

るとともに、地域福祉を推進する関係機関･団体等の役割を踏まえながら、相互に連携･協

力を行います。 

さらに、地域福祉推進にあたっての住民参画を促すため、地域福祉活動への参加機会の

充実とともに、各関係機関などとの連携による相談機能の強化や情報提供の充実などを行

います。 
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２ 計画の広報・啓発 
 

地域福祉の推進にあたっては、行政はもとより、住民をはじめとする地域の様々な主体

が、それぞれの役割分担のもと、地域一体となって取り組んでいくことが重要となります。 

これらの主体が地域福祉の理念と目標を共有し、地域福祉の推進に能動的に取り組める

よう、広報紙やホームページ、イベント等、様々な媒体や機会を活用し、計画の広報・啓

発を行います。 

 

（１）住民への啓発 

 

 本計画で示した内容については、広報紙やホームページなどの情報発信媒体の活用によ

り周知を行います。 

また、より効果的な周知を図るため、地域における各種イベントや講演会等の開催を利

用し、地域での情報発信方法を検討し、地域福祉推進についての普及啓発を行います。 

 

（２）地域活動団体や事業者などへの啓発 

 

 自治会や民生委員・児童委員、ＮＰＯ・ボランティア等をはじめとした地域福祉活動団

体、サービス提供者等は、地域福祉推進にあたっての重要な担い手です。 

こうした地域福祉活動団体や各種事業者に対して、地域福祉に対する理解を促進するた

め、地域福祉についての説明会や報告会などの開催を検討し、地域福祉推進についての普

及啓発を行います。 
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３ 計画の評価・進行管理・見直し 
 

本計画の着実かつ効果的な推進を図るために、計画を立て（Plan）、実行（Do）、その進

捗状況を定期的に調査、分析及び評価（Check）した上で、その後の取組を改善する（Action）、

一連のＰＤＣＡサイクルの構築を行います。 

 本計画は、各地域における地域福祉活動の実施状況、各関連計画の進行状況や今後の様々

な社会保障制度の見直しなどを踏まえながら、必要に応じて見直しや修正を行います。 

 また、高齢者福祉・障がい福祉・子育て支援・健康増進等、関連する計画の見直しにあた

っては、地域福祉計画の理念を共有しつつ、各計画が持つ本来の目的に沿った効果的な施策

の展開がなされるよう調和・整合を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 

（Plan）

実行 

（Do）

改善 

（Action）

評価 

（Check）

現状や将来の予

測をもとにして計

画を立てる 

評価の後、取組

を改善する 

計画に沿って事

業を実行する 

事業の進捗状況

を評価する 

ＰＤＣＡサイクルのイメージ 
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第６章 成年後見制度の利用促進 
（美馬市成年後見制度利用促進基本計画） 

 

１ 計画策定の背景 
 

（１）これまでの経緯 

 

 平成 12 年 4 月の介護保険制度の導入に伴い、福祉サービスが原則的に「措置」から「契

約」に移行したことに併せ、判断能力に不安がある方への支援制度として成年後見制度（民

法改正による）、日常生活自立支援事業（厚生労働省補助制度）がそれぞれ創設されました。 

本市では、美馬市社会福祉協議会が平成 11 年度から日常生活自立支援事業を実施し、こ

れまでの利用者の延べ人数は 123 名となっています。 

 成年後見制度については、高齢者、障がいのある人などに成年後見制度利用支援事業を活

用し、これまでに市長申立てを行った件数は 54 件、後見人への報酬を助成した件数は延べ

15 件となっています。 

 

（２）計画策定の趣旨 

 

国の動きや本市での成年後見制度を取り巻く状況を踏まえ、自己の権利を表明することが

困難な高齢者や障がいのある人が、住み慣れた地域で尊厳を持って生活できるよう、「美馬

市成年後見制度利用促進基本計画」（以下「基本計画」という。）を策定します。 

 

２ 成年後見制度利用促進基本計画について 
 

（１）計画の位置付け 

 

 基本計画は、成年後見制度の利用の促進に関する法律第 14 条第 1 項において、各市町村

が成年後見制度の利用促進に関する施策についての基本的な計画を定めるよう努めるとさ

れていることに基づき、「美馬市高齢者保健福祉計画」や「美馬市障がい者基本計画」等と

の整合、連携を図り基本的な計画を策定するものです。 

 

（２）計画の期間 

 

 基本計画の期間は、第３期美馬市地域福祉計画に準ずるものとします。 

今後、基本計画の見直しに際しては、「美馬市地域福祉計画」との整合性を図り改訂します。 
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３ 高齢者、障がい者の状況 
 

（１）高齢者の状況 

 

 本市における高齢化率は、令和元年 9 月現在 37.3 パーセントとなり、高齢者数も 10,816

人となっています。 

これに伴い、要支援・要介護認定者の推計数も令和２年度には 2,163 人と年々増加する

と見込まれています。 

 

（２）障がい者の状況 

 

 本市における知的障がい者は、療育手帳所持者数が平成 26 年度の 358 人から平成 30 年

度には 379 人へと増加しています。 

精神障がい者は、精神障害者保健福祉手帳所持者数が平成 26 年度の 173 人から平成 30

年度には 198 人へと増加しています。 

 

一方、全国的に成年後見制度利用者数は伸び悩んでおり、その利用促進に向けての体制整

備が求められています。  

 

４ 本市の成年後見制度利用への更なる取組 
 

 このような本市の高齢者、障がい者の状況や成年後見制度に関する国の動向などを踏まえ、

本市においても、成年後見制度を必要とする人が利用できるよう、国の成年後見制度利用促

進基本計画を考慮して、地域連携ネットワークと中核機関の整備を進めます。 

 

５ 地域連携ネットワークの構築 
 

 地域において権利擁護が必要な人を把握し、相談を受付け、必要に応じた支援に結びつけ

るために、地域における福祉・医療・地域の関係者や法律の専門家などが連携していきます。 
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６ 中核機関の設置 
 

 中核機関として、「美馬市権利擁護センター（仮称）」を令和４年３月までに設置していき

ます。また設置にあたっては、別途、中核機関設置要綱を整備します。 

 

（１）広報機能について 

 

 成年後見制度の利用を促進するためには、住民の制度に対する理解が深まり、メリットが

実感できる必要があることから、広報などによる普及啓発に取り組みます。 

 

（２）相談機能について 

 

 住民からの一般的な成年後見制度に関する相談などを、住民に身近な行政分野各般を所管

する本市の保険福祉部を中心に対応します。 

 

（３）成年後見制度利用促進機能について 

 

 後見人（親族など）への申立て支援、市民後見人の養成や市民後見人として受任した者に

対する受任者研修に取り組むとともに、家庭裁判所との連携を強化します。 

 

（４）後見人支援機能について 

 

 必要に応じ関係機関と連携し、ケース会議を開催するなど、地域包括ケア、地域福祉ネッ

トワーク等の既存のネットワークを活用しながら、見守り体制を構築し、後見人支援に取り

組みます。 

 

７ 成年後見制度の利用に関する助成制度の在り方 
 

本市では、成年後見制度利用支援事業を活用し、高齢者、障がいのある人等に助成制度を

適用しています。 
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 資料編 
 

１ 美馬市地域福祉計画策定懇話会設置要綱 
 

（設置） 

第１条 社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第１０７条の規定に基づき、市民、

福祉活動者、福祉事業者等との協働により、地域福祉の推進を図ることを目的とし

た美馬市地域福祉計画（以下「地域福社計画」という。）を策定するため、美馬市

地域福祉計画策定懇話会（以下「懇話会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 懇話会は、地域福祉計画の策定に関する事項について調査、研究等を行い、

市長に提言するものとする。 

（組織） 

第３条 懇話会は、委員２０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が依頼する。 

（１） 公募による市民 

（２） 学識経験者 

（３） 社会福祉に関する活動を行う者 

（４） 社会福祉を目的とする事業を経営する者 

（５） 関係団体の代表者 

（６） 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認めるもの 

（依頼期間） 

第４条 委員の依頼期間は、依頼した日から地域福祉計画の策定が完了するまでと 

する。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 懇話会に委員長１人及び副委員長１人を置く。 

２ 委員長は、委員の互選によって定める。 

３ 委員長は、会務を総理し、懇話会を代表する。 

４ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 懇話会の会議は、委員長が招集し、委員長が懇話会の会議の議長となる。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を懇話会の会議に出席させ

て、その説明若しくは意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 懇話会の庶務は、保険福祉部生活福祉課において処理する。 

（その他） 

第８条 この告示に定めるもののほか、懇話会の運営に関して必要な事項は、市長が

別に定める。 

附 則 

この告示は、公表の日から施行する。 

 



   資料編 

96 

 

 

２ 第３期美馬市地域福祉計画策定懇話会委員名簿 
 

1 市民 緒方 義和  市民代表  

2 市民 藤野 和良  市民代表  

3 学識経験者 武原 圭子  美馬市福祉事務所嘱託医  

4 学識経験者 山下 洋子  美馬市主任児童委員部会長 第 1 回 

5 学識経験者 逢坂 俊英  美馬市主任児童委員部会長 第 2、3 回

6 学識経験者 森  廣 一  司法書士  

7 福祉活動者 青木 美智子 美馬市ボランティアセンター運営委員長  

8 福祉活動者 三宅 武夫  美馬市老人クラブ連合会会長 副委員長

9 福祉活動者 森本 健照  美馬市身体障害者連合会会長  

10 福祉活動者 丸 石  勇  美馬市手をつなぐ育成会会長  

11 福祉事業者 大垣 賢次郎 美馬市社会福祉協議会会長  

12 福祉事業者 松尾 佳代子 美馬市子そだて支援センターみらい所長  

13 関係団体 黒岩 誠治  美馬市民生委員児童委員協議会会長 委員長 

14 関係団体 阿部 義則  美馬市自治会連絡協議会会長  

15 行政 住友 礼子  美馬市保険福祉部長  
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３ 美馬市地域福祉計画庁内策定会議設置要綱 
 

（設置） 

第１条 美馬市地域福祉計画（以下「地域福祉計画」という。）の策定に向け、調査

及び研究を行うこと、並びに庁内組織間における地域福祉に関する情報の交換及び

共有を進めて美馬市地域福祉計画策定懇話会設置要綱（平成１８年美馬市告示第６

５号）に規定する美馬市地域福祉計画策定懇話会の円滑かつ効率的な運営を図るこ

とを目的として、美馬市地域福祉計画庁内策定会議（以下「策定会議」という。）

を置く。 

（所掌事務） 

第２条 策定会議の所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) 地域福祉計画策定に必要な調査・研究に関する事項 

(２) 美馬市地域福祉計画策定懇話会における議事・議題に関する事項 

(３) 前２号に掲げる事項のほか、地域福祉計画を策定するために必要と認められ

る事項 

（組織） 

第３条 策定会議は、会長、副会長及び会員をもって組織する。 

２ 会長は保険福祉部長をもって充て、副会長は福祉事務所長をもって充てる。 

３ 会員は、別表に掲げる職員をもって充てる。 

（会長及び副会長の職務） 

第４条 会長は、策定会議を代表し、策定会議を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議） 

第５条 策定会議の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 策定会議は、会員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 会員は、会長の許可を受け、会員以外の者を代理出席させることができる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは会員以外の者に会議への出席を求め、意見若

しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第６条 策定会議の庶務は、生活福祉課において処理する。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和元年１１月２１日から施行する。 
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別表（第３条関係） 

保険福祉部長 

市福祉事務所長 

企画総務部企画政策課長 

企画総務部危機管理室長 

保険福祉部保険健康課長 

保険福祉部長寿・障がい福祉課長 

保険福祉部子どもすこやか課長 

市民環境部市民・人権課長 

市民環境部ふるさと振興課長 

市民環境部移住・定住促進課長 

経済建設部企業応援課長 

木屋平総合支所総務福祉課長 

教育委員会教育総務課長 

教育委員会地域学習推進課長 
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４ 第３期美馬市地域福祉計画庁内策定会議会員名簿 
 

1 保 険 福 祉 部 長 会長 住 友  礼 子 

2 福 祉 事 務 所 長 副会長 小 野  洋 介 

3 企 画 政 策 課 長  小 倉    進 

4 危 機 管 理 室 長  伊 藤  裕 章 

5 保 険 健 康 課 長  佐 藤  里 美 

6 長 寿・障 が い 福 祉 課 長  吉 本  宏 紀 

7 子 ど も す こ や か 課 長  岸    育 男 

8 市 民・人 権 課 長  逢 坂  雅 史 

9 ふ る さ と 振 興 課 長  山 川  一 美 

10 移 住・定 住 促 進 課 長  篠 原  孝 志 

11 企 業 応 援 課 長  住 友  啓 五 

12 総 務 福 祉 課 長  大 岡  信 隆 

13 教 育 総 務 課 長  藤 本  貴 子 

14 地 域 学 習 推 進 課 長  園 木  一 昌 
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５ 策定経過 
 

実施時期 会議・事業等 主な内容 

令和元年 

9 月 12 日～10 月 7 日 

民生委員・児童委員 

アンケート調査 

・市内の民生委員・児童委員 

115 名対象 

11 月 21 日 
第１回 美馬市 

地域福祉計画庁内策定会議 

・第 3 期美馬市地域福祉計画について 

・地域福祉計画策定スケジュールについて 

・地域福祉関連施策の確認作業について 

11 月 29 日 
第 1 回 美馬市 

地域福祉計画策定懇話会 

・地域福祉計画の考え方（概要）について 

・第3期美馬市地域福祉計画骨子（案）について

11 月～12 月 関係団体ヒアリング調査 
・美馬市社会福祉協議会、 

市内の福祉サービス事業者、各種団体対象 

令和 2 年 

1 月 14 日 

第 2 回 美馬市 

地域福祉計画庁内策定会議 
・第 3 期美馬市地域福祉計画素案について 

1 月 27 日 
第 2 回 美馬市 

地域福祉計画策定懇話会 
・第 3 期美馬市地域福祉計画素案について 

2 月 17 日 
第 3 回 美馬市 

地域福祉計画策定懇話会 
・第 3 期美馬市地域福祉計画素案について 

2 月 19 日～3 月 19 日 パブリックコメント 
・ホームページ、市役所各庁舎での閲覧による

実施 
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